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改訂履歴

表示事項の更新については、 www.beckman.com/techdocs をご覧いただき装置の本取扱
説明書またはシステムヘルプの最新版をダウンロードしてください。

注記：最新バージ ョ ンに含まれ る変更は、修正ページの余白にバーに よ り 示 し てい ま
す。

AC 版、2016 年 5 月 – 以下のセ ク シ ョ ンが更新 されま し た各種のコ ン プ ラ イ ア ン ス, 第1章, 制
御機能.

AD 版、2019 年 4 月 – 以下のセ ク シ ョ ンが更新 されま し た 第1章, 制御機能.

AE 版、2022 年 8 月 – 以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た 各種のコ ン プ ラ イ アン ス.
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安全に関す る注意

装置を操作する前に、すべての製品マニュアルを読み、ベッ クマン・コールター社で
訓練を受けた担当者の指示を受けてください。すべての指示に目を通す前に、いかな
る処置も行わないでください。必ず製品ラベルと メーカーの推奨事項に従ってくださ
い。どのよ うな状況でも対処法が不確かな場合は、ベッ クマン・コールター社の担当
者までお問い合わせください。

「危険」、「警告」、「注意」、「重要」、「注記」事項について

危険

「危険」は、緊急に対策が必要な危険な状況を示 し ます。回避で き ない場合、
死亡や重症につながるおそれがあ り ます。 

警告

「警告」は、潜在的に危険な状況を示 し ます。回避で き ない場合、死亡や重
症につながるおそれがあ り ます。

注意

「注意」は、潜在的に危険な状況を示 し ます。回避で き ない場合、軽症また
は中程度のけがにつながるおそれがあ り ます。また、危険な行為に関する注
意喚起と し て使用 さ れる こ と も あ り ます。 

重要「重要」は、実行中の手順または処置に有用な注釈を提供するために使用 されます。
「重要」に続 く 注釈は、装置のパフ ォーマン ス向上や手順効率化に役立ち ます。

注 「注記」は、本装置の設置、使用、修理の際に従 う 必要のある特筆すべき情報に関し て注意
喚起するために使用さ れます。

安全に関する注意 (設置/ メ ン テナンス時)

本装置の設置は、ベ ッ ク マ ン・ コール タ ー社の現場サービ ス担当者が行い ます。ベ ッ
ク マン・コ ール タ ー社の認定担当者以外の者が本装置を設置 し た場合、装置の保証は
すべて無効 と な り ます。ま た、装置を移動す る場合は、ベ ッ ク マン・コ ール タ ー社の
現場サービ ス担当者が新 し い場所に再度装置を設置 し 、調整を行い ます。

カバーの取 り 外 し が必要な修理を行 う 場合、部品が露出す る こ と があ り ます。部品の
露出は、感電やけがの リ ス ク を伴い ます。電源ス イ ッ チがオ フ にな っ てい る こ と と 本
装置の主電源プ ラ グが コ ンセ ン ト につながっ ていない こ と を確認 し て く だ さ い。部品
の露出を伴 う 修理については、資格のあ る担当者ま でお問い合わせ く だ さ い。
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安全に関する注意
安全に関する注意 ( 電気 )  
遠心分離機を所定の位置に固定する ため、固定シ ス テ ム を必ず使用 し て く だ さ い。固
定シ ス テ ムは、 ロ ー ターに不具合が発生 し た場合に装置が動 く こ と に よ る けがや装置
故障の可能性を低減 し ます。

本遠心分離機専用 コ ンポーネ ン ト を別の部品 と 交換 し ないで く だ さ い。

安全に関する注意 (電気)

感電の リ ス ク を軽減する ため、本装置は、3 線ま たは 5 線式電気コー ド と 接地用プ ラ グ
を使用 し てい ます。本装置の安全機能を保護する方法

 • 使用する コ ンセ ン ト が適切に配線、接地 さ れてい る こ と を確認 し て く だ さ い。線
間電圧が遠心分離機に貼 り 付け ら れてい る定格銘板に記載の電圧 と 一致 し てい る
こ と を確認 し て く だ さ い。

 • 3 線 - 2 線プ ラ グ アダプ タ ーは絶対に使用 し ないで く だ さ い。

 • 2 線式延長コ ー ド 、2 線式非接地型マルチ タ ッ プは絶対に使用 し ないで く だ さ い。

チ ャ ンバーの ド ア付近に液体の入っ た容器を置かないで く だ さ い。 こ ぼれた場合、液
体が装置内部に入 り 、電気コ ン ポーネン ト や機械的 コ ン ポーネ ン ト の故障につなが る
おそれがあ り ます。

安全に関する注意 (火災の リ ス ク)

本装置は、可燃性蒸気や爆発性蒸気を発生す る物質の使用を意図 し た装置ではあ り ま
せん。可燃性蒸気や爆発性蒸気を発生する物質 (例えば ク ロ ロ ホルムやエチルアル コ ー
ルな ど) を遠心分離機にかけないで く だ さ い。ま た、本装置の近 く で該当する 物質を処
理・保管 し ないで く だ さ い。

安全に関する注意 (機械的安全性)

本装置を安全に操作する ため、以下の項目に従っ て く だ さ い。

 • 本装置専用のベ ッ ク マ ン・コール ター社製 ロ ー ター と ア ク セサ リ のみを使用 し て
く だ さ い。

 • 使用中の ロ ー ターの最大定格回転数を超えないで く だ さ い。

 • ロー タ ーを絶対に手で減速・停止 さ せないで く だ さ い。

 • ロー タ ー回転中に遠心分離機を持ち上げた り 、動か し た り し ないで く だ さ い。

 • ロー タ ー回転中に ド アの イ ン タ ー ロ ッ ク シ ス テ ム を絶対に無効に し ないで く だ さ
い。

 • 運転中に遠心分離機に寄 り かかっ た り 、物を置いた り し ないで く だ さ い。
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安全に関する注意
安全に関する注意 ( 化学的・生物学的安全性 )  
安全に関する注意 (化学的・生物学的安全性)

通常の動作には、病原性、毒性、ま たは放射性の溶液や試験試料の使用が必要 と な る
場合があ り ます。必要な安全対策をすべて取 ら ない限 り 、本装置で病原性、毒性、ま
たは放射性物質を使用 し ないで く だ さ い。

 •  体液は病気を伝播す るおそれがあ る ため、慎重に取 り扱っ て く だ さ い。微生物が
含まれない こ と を確証す る試験は現在あ り ません。肝炎 (B 型 と  C 型)、HIV (I–V) ウイ
ルス、非定型抗酸菌、特定の全身性真菌類な ど、い く つかの最も悪性のウイ ルス
や菌に よ り 、エア ロゾル対策の必要性が重視さ れてい ます。その他の感染性試料
を取 り扱 う 場合は、適切な検査法、病気の蔓延防止法に従っ て く だ さ い。 こ ぼれ
た場合エア ロゾルが生成さ れ る おそれがあ る ため、エア ロゾル封じ込めに関する
適切な安全上の注意を守っ て く だ さ い。適切な安全措置を講じずに本遠心分離機で
毒性、病原性、ま たは放射性物質を使用 し ないで く だ さ い。封じ込めレベル 1 以上
の高度封じ込めが必要な物質であ る、 リ ス ク グループ II の物質 (世界保健機関の実
験室バ イ オセーフ テ ィ ー指針で規定 さ れてい る) を取 り扱 う 場合は、高度封じ込め
を行 う 必要があ り ます。 

 • 廃棄物はすべて、適切な環境衛生お よび安全ガイ ド ラ イ ンに し たがっ て廃棄し て
く だ さ い。

ベッ クマン・コールター社の現場サービス担当者に修理を依頼する前に、必ず装置と
アクセサリの汚染除去を行ってください。

RoHS 指令

こ れ ら の ラ ベルお よび材料申告表（危険物質名お よび濃度）は中華人民共和国電気産
業基準 SJ/T11364-2006 「Marking for Control of Pollution Caused by Electronic Information 
Products」（電子情報製品に よ る汚染制御の表示）に遵守し てい ます。

中国 RoHS 注意ラ ベル

こ の ラ ベルは電子情報製品が特定の毒性ま たは危険物質を含んでい る こ と を示し ます。
中央の数字は環境に優し い使用期間 (EFUP) の日付であ り 、製品を操作できる西暦年を
示し ます。EFUP の有効期限が来る と 、製品を直ちに リ サ イ ク ルする必要があ り ます。
周回矢印は製品が リ サ イ ク ルできる こ と を示し ます。 ラ ベルま たは製品の日付コー ド
は、製造日付を示し ます。
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安全に関する注意
RoHS 指令  
中国 RoHS 環境ラ ベル

こ の ラ ベルは電子情報製品が毒性ま たは危険物質を含んでいない こ と を示し ます。中
央の「e」は製品が環境的に安全で環境に優し い使用期間 (EFUP) の日付がない こ と を示
し ます。従っ て、いつま でも安全に使用できます。周回矢印は製品が リ サ イ ク ルでき
る こ と を示し ます。 ラ ベルま たは製品の日付 コー ド は、製造日付を示し ます
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は じ めに

認証

ベ ッ ク マ ン・コール ター社の Avanti J-26S XPI 遠心分離機は、ISO 9001:2008 お よび ISO 
13485:2003 の認証を受けた施設で製造さ れてい ます。同装置は、該当す る規制当局が定
め る実験装置の要件を満たす よ う に (ベ ッ ク マ ン・ コ ール タ ー社製の ロ ー タ ー と の使用
時に) 設計お よび検査さ れてい ます。適合宣言書お よび お よび認証証明書は、
www.beckmancoulter.com よ りご利用いただけ ます。

本マニ ュ アルの対象範囲

本マニュアルは、遠心分離機のユーザーお よび現場技術者に、Avanti J-26S XPI 遠心分
離機 と その機能、仕様、操作、日常のお手入れ と 定期メン テナン ス について理解さ せ
る こ と を目的 と し てい ます。ベ ッ ク マン・コ ール タ ー社は、装置の操作ま たはメン テ
ナン ス を行 う前に、本マニュアル全体を、特に安全に関す る注意 と すべての 安全に関
する情報をお読みにな る こ と を推奨し ます。

 • 第1章, 概要 には、シ ス テ ム コ ン ト ロ ールや イ ンジケー タ ーの概要、シ ス テ ムの仕
様を含む、遠心分離機の総合的な概要が記載 さ れてい ます。

 • 第2章, 操作 では、遠心分離機の操作手順の概要を説明し ます。

 • 第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グでは、起こ り得る故障お よびその推定原因とユー
ザーが取る べき是正処置について説明し ます。

 • 第4章, お手入れ と メ ン テナン ス  では、定期メン テナン ス の手順をはじめ、付属品
や交換備品の簡単な リ ス ト を記載 し てい ます。

 • 付録A, 設置前の条件 には、遠心分離機の設置準備を整え る ための指示が記載 さ れ
てい ます。 

 • 付録B, 温度キ ャ リ ブ レーシ ョ ン (校正) 手順では、�1°C の温度制御が必要な場合に使
用す る手順を説明し ます。

注 本マニ ュ アルに記載さ れる方法以外で遠心分離機を使用する と、同装置の安全性 と性能が
損なわれる可能性があ り ます。また、ベ ッ ク マン・コール ター社が推奨する以外の装置
の 安全性は評価されていません。本マニ ュ アルで明確に推奨する以外の装置の使用につい
ては、ユーザーが全責任を負 う ものと し ます。

表記

安全に関す る情報お よびその他の重要情報に対する 注意を喚起す る ために、製品 ラ ベ
ルに特定の記号が使用 さ れてい ます。 こ れ ら の国際記号は、遠心分離機にも表記 さ れ
てい る場合もあ り 、本マニュアルの裏表紙にも記載 さ れてい ます。
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印刷上の規定

本マニュアルの全体を通 し て、キーやディ ス プレイ をはじめ と す るユーザー イ ン タ ー
フェース の コ ンポーネ ン ト名を識別す る ために、特定の印刷上の規定が使用 さ れてい
ます。

 • 制御ノブの名前 (例：[ROTOR (ローター)] や [SPEED (速度)]) は、太字で表記 さ れます。

 • キーの名前 (例：[START (開始)] や [ STOP (停止)]) は、太字で表記 さ れます。

 • ディ ス プレイ のフ ィール ド名 (例：[TEMP°C (温度°C)] や [SPEED (速度)]) は、太字で表
記 さ れます。

遠心分離の脱フ ロ ン化

環境への影響を最小限に抑え る ため、Avanti J-26S XPI 遠心分離機の製造ま たは運転時
に、フ ロ ン (CFC) は一切使用 し てい ません。

リ サイ クルラ ベル

こ の記号は、欧州連合の廃電気電子機器 (WEEE) 指令に よ り 、表記が義務付け ら れてい
ます。製品に こ のマー ク が使用 さ れてい る場合、次の こ と を意味し ます。

1. 機器が 2005 年 8 月 13 日以降に欧州市場で販売さ れた

2. 機器を欧州連合に属する いずれの国の都市廃棄物回収シ ス テ ム を通 し て廃棄し て
はな ら ない

電子機器の適切な汚染除去お よび安全廃棄に関する すべての法律を理解し た上に、そ
れ ら に従 う こ と が非常に大切です。 こ の ラ ベルが表記 さ れてい る ベ ッ ク マ ン・コール
ター社の機器の適切な収集、処理、回収、 リ サ イ ク ル、お よび安全な破棄を促進す る
回収プ ロ グ ラ ムの詳細については、販売代理店ま たは地域のベ ッ ク マン・コ ール タ ー
社事業所にお問い合わせ く だ さ い。

A28219-AA
PN B10096AE    xvi



はじ めに
各種のコ ン プ ラ イ アンス  
各種のコ ン プ ラ イ ア ン ス

  ま たは  

 • The RCMマー ク はAustralian Communication Media Authority (ACMA) EMC要求事項に準拠
する 製品への使用を意図 し てい ます。

 • リ サ イ ク リ ン グ – 本書中の リ サ イ ク ル ラ ベルの項目を参照し て く だ さ い。

 • 169502 – こ の ラ ベルは米国国家認証試験機関(NRTL)に よ っ て機器が該当す る製品安
全基準に適合 し てい る もの と 認定 さ れた こ と を示し てい ます。

注 169502は北米モー ド のみに適用されます。

 •  マー ク– “CE”マー ク は製品がマーケッ ト に上市さ れ る前に評価さ れてお り 、欧
州連合の安全、健康お よび/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示し ます。

 •  — 「UKCA」マー ク は、製品が英国で上市さ れ る前に評価を受け、英国の安全

性、健康お よび/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示し ます。
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第1章

概要

は じ めに

本章では、Avanti J-26S XPI 遠心分離機の コ ン ポーネ ン ト と 機能について説明 し ます。ま
た、シ ス テ ムの安全機能や遠心分離機の制御、表示について も 説明 し ます。 ロ ー タ ー
の概要については、お使いの ロ ー ターのマニ ュ アルを参照 し て く だ さ い。

遠心分離機の機能と 安全機能

遠心分離機の機能

Avanti J-26S XPI は、幅広い用途に必要な遠心力を発生す る冷凍遠心分離機です。本遠心
分離機専用のベ ッ ク マ ン・コール ター社製 ロ ー ター と併用 し 、以下の用途に使用でき
ます。

 • 試料調整、ペレ ッ ト成形、抽出、精製、濃縮、相分離、中心軸回転に よ る遠心分
離、フ ィル タ ー回転に よ る遠心分離な ど日常的な処理。

 • タ ンパク 質沈殿物、大粒子、細胞残屑の急速沈殿。

 • ミ ト コ ン ド リ ア、葉緑体、粗ミ ク ロ ソーム な ど細胞内小器官の分画。

 • 血液細胞と細胞成分の分離。

 • 原核細胞や真核細胞のペレッ ト成形。

 • 勾配遠心分離法 (例：フ ィ コール・ハイパッ ク 法やパーコ ール法)。

 • 核酸の沈殿。

 • ウイ ルス の単離。

 • バ ク テ リ オ ファージの単離。

Avanti J-26S XPI は、 イ ン タ ラ ク テ ィブな操作が可能なマ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ制御の遠心分
離機です。* 本 装置の設計には、ブラ シレス ス イ ッ チ型磁気抵抗駆動モー タ ー†、自動
ロー タ ー認識シ ス テ ム、FRS (摩擦減少シ ス テ ム)、真空制御回路、温度制御シ ス テ ムが
搭載 さ れ、 さ ら に加速/減速時間はプ ロ グ ラ ム可能です。

ユーザー イ ン ターフェース は、独立型の実値ディ ス プレイ と セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ ーン、
テ ンキー、その他制御お よび入力タ ッ チキーで構成さ れてい ます。セ ッ ト ア ッ プ ス ク
リ ーンのユーザーメ ッ セージは、注意喚起が必要な状況をオペレー タ ーに通知し ます。

* Avanti J-26XPI ソ フ ト ウ ェ アおよびフ ァ ームウ ェ ア ©2005–2012 ベ ッ ク マ ン・コールター株式会社 (Brea, 
CA, 92821)

† Switched Reluctance Drives Limited 社 (Harrogate, U.K.) の許可を得て製造されています。
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手動操作、プ ロ グ ラ ム操作がご使用いただけ ます。

 • 手動操作の場合、毎回運転前に個々の運転パラ メー タ ーを入力し て く だ さ い。

 • プ ロ グ ラ ム操作の場合、各種運転パラ メー タ ーを入力し 、保存し て く だ さ い。運
転を実行す る には、事前に設定 し たプ ロ グ ラ ム を呼び出 し 、開始し ます。素早く
正確に同じ設定条件で運転を実行する こ と ができます。最大 30 プ ロ グ ラ ム保存でき
ます。各プ ロ グ ラ ムには 1 つか 2 つの手順が含まれます。

ユーザーメ ッ セージと警告音に よ り 、注意喚起が必要な状況が警告さ れます。

ま た、遠心分離機の制御やデー タ収集を行 う 場合、SpinTrace II でも本遠心分離機の操
作が可能です。SpinTrace II ソフ ト ウェアは、PC 上で実行でき、最大 32 台の遠心分離機
に接続できます。詳細は、* ベ ッ ク マ ン・コール ター社の担当者ま でお問い合わせ く だ
さ い。

安全機能

Avanti J-26S XPI 遠心分離機は、最大 2000m (6562 フ ィー ト ) の高度の室内で安全に操作でき
る よ う 設計、試験 さ れてい ます。

安全機能には次の機能が含まれます。

 • 回転 し てい る ロー タ ーにオペレー ターが接触する こ と を防ぐ電気機械 ド ア ロ ッ ク
シ ス テ ム。 こ のシ ス テ ムは、 ド アが閉じ ら れ、 ロ ッ ク さ れていない場合の運転開
始も防止 し ます。[ENTER (エン ター )] と  [START (開始)] を押し た場合、ま たは [POWER 

(電源)] ス イ ッ チを オ フ に し た場合に ド アが ロ ッ ク さ れます。[ZONAL (ゾーナル)] モー
ド では、 ド アが開いてい る状態でも最大 3000 RPM ま での運転は可能であ る ため、
例外 と な り ます。

 • 万が一 ロー タ ーに不具合が発生 し た場合にオペレー タ ーを保護す る ロ ー ターチ ャ
ンバーを保護する ス チール製のケース。

 • 動的 ロ ー タ ー惰性チ ェ ッ ク  (Dynamic Rotor Inertia Check：DRIC): ロ ー ターが加速する
と 、 ロ ー タ ーの惰性が測定 さ れ、ユーザーの設定 し た速度に対 し て、 ロ ー タ ーの
エネルギーが計算さ れます。計算さ れた ロー タ ーエネルギーが過度であ る と 認め
ら れた場合、遠心分離機は、許容設定速度を再計算し 、起こ り得る ロ ー ターの損
傷を防ぐため こ の値を使用 し ます。診断メ ッ セージが表示さ れ、変更が示さ れま
す。

 • ロー タ ーの負荷が大幅に不均衡にな っ た場合に自動的にシ ス テ ム を遮断する ため、
運転中シ ス テ ム を監視す る不均衡検出器。

* 米国からのお問い合わせ先：1-800-742-2345 米国外からは、お住まいの地域のベ ッ ク マ ン・コールター
社事業所にお問い合わせ く だ さ い。または、www.beckmancoulter.com にア ク セス し て く だ さ い。
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遠心分離機本体ケース  1
遠心分離機本体ケース

ハウジ ング/ ド ア

本装置は、ハウジン グ、 ド ア ア ッ セ ンブ リ 、耐久性の未加工プ ラ ス チ ッ ク 製カバーパ
ネルを制御し ます。コ ン ト ロールパネルは、被覆ポ リ カーボネー ト 製保護オーバーレ
イ で覆われてい ます。

本装置の手前 (足元) にあ る フ ッ トペダルを踏むと 、 ド アが開きます。遠心分離機のサ
イ ドパネルに対 し  60- 度、蝶番で ド アが左後方に開きます。 こ れに よ り 遠心分離機の取
り 付け、取 り 外 し のための空間が得ら れます。

停電 (電飾障害) が起こ っ た場合には、 ド ア を手動で解除し 、試料を回収し て く だ さ い 
(第3章, ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ 参照)。

ロー タ ーチ ャ ンバー

ロー タ ーチ ャ ンバーは腐食耐性があ る ス テ ンレス製です。チ ャ ンバー開口部周り の ゴ
ム製ガスケッ ト に よ り 、確実に密閉さ れます。(装置のガスケッ ト は、エア ロゾル封じ込
め用のバ イ オシール と し て認定 さ れてい ません。)

駆動部

駆動スピン ド ルは、ブラ シレス、高 ト ル ク 、ス イ ッ チ型磁気抵抗モー タ ーに よ り直接
駆動 さ れます。本装置の弾性的懸架装置は、加速ま たは減速中の試料の乱れを最低限
に抑え、遠心分離中に不均衡が発生 し た場合、駆動スピン ド ルの損傷を低減 し ます。 

摩擦減少システム (FRS)

摩擦減少シ ス テ ム (FRS) は、チ ャ ンバーの圧力を約 4 分の 1 気圧 (190 mm Hg) 軽減す る機
械的回転翼真空ポ ンプを使用 し てい ます。運転が開始さ れ る 、 ロ ー タ ーの摩擦が高レ
ベルに達す る前に と ポ ンプの電源が入 り ます。必要な真空レベルに達する と 、ポンプ
の電源が切れます。 ロー タ ー減速中、真空状態のチ ャ ンバー内に空気が送り込まれま
す。

温度センサー /温度制御

温度制御シ ス テ ムは、非フ ロ ンベース の冷媒循環に よ っ て、冷却さ れます。遠心分離機
の電源が入っ てい る状態で ド アが閉ま っ てい る場合、温度制御シ ス テ ムが起動 し ま
す。 

ロー タ ーチ ャ ンバー内のサー ミ ス タ が、チ ャ ンバーの温度を継続的に測定 し ます。設
定温度 ±2°C.* の範囲で ロ ー タ ーの温度を維持する ために必要なチ ャ ンバー温度を シ ス
テ ムが計算し ます。運転中チ ャ ンバーの温度は変動 し ますが、 ロ ー タ ーの大部分に よ

* 特定の温度に関する情報は、お使いのローターのマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。
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り 試料の温度はおおむね一定に保たれます。運転終了後、シ ス テ ムは引き続き温度を制
御し 、試料の凍結や温度過昇を防ぎます。

温度過昇システム

温度過昇シ ス テ ムは、順応性があ り 、試料を保護 し 、安全性を提供し ます。

 • 運転温度を設定 し 、最大温度を設定す る、もし く は設定温度 よ り  4°C 高いデフォル
ト の最大温度を受け入れます。

 • 温度過昇設定に達し た場合、運転を中断する か、続行する かを指定 し ます。 

 • 温度が 50°C を上回っ て上昇する場合、シ ス テ ムは最大ブレーキを使用 し 、必ず
シ ャ ッ ト ダウン し ます。

定格銘板

定格銘板は、遠心分離機背面に貼 ら れてい ます。遠心分離機を接続する前に、線間電
圧が遠心分離機に貼 り 付け ら れてい る 定格銘板に記載の電圧 と 一致 し てい る こ と を確
認 し て く だ さ い。ご使用の遠心分離機についてベ ッ ク マン・コール タ ー社にお問い合
わせいただ く 場合には、必ずモデル番号と シ リ アル番号をお伝え く だ さ い。

制御と イ ン ジケータ ー

キー と 電源ス イ ッ チ

キース イ ッ チ と 電源ス イ ッ チは コ ン ト ロ ールパネルの下にあ り ます (図 1.1 参照)。 

図 1.1  電源ス イ ッ チ

2 位置 ロ ッ カース イ ッ チ ([I] がオン、[O] がオ フ) の電源ス イ ッ チは、遠心分離機への電

力を制御し ます。

キース イ ッ チには 5 つの異な るモー ド を示す 5 つの目盛り があ り ます。

 • [NORMAL (通常)] モー ド は、通常の ド ア を閉じて行 う 遠心分離に使用 し ます。
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 • [ZONAL (ゾーナル)] モー ド は、JCF-Z 連続フ ロ ー /ゾーナル ロ ー タ ーが取 り 付け ら れて

い る 場合に使用 し ます。[ZONAL (ゾーナル)] モー ド では、最大 3000 RPM ま で ド ア を
開けた ま ま遠心分離機を運転できる ため、 ロ ー ター回転中に試料を注入する こ と
や、取 り 出す こ と ができます。 

 • [PROG(RAM) LOCK (プ ロ グ ラ ム ロ ッ ク )] モー ド は、保存さ れてい る プ ロ グ ラ ムへのパ
ラ メー ターの保存を無効に し 、あ ら かじめ保存さ れてい る プ ロ グ ラ ムの上書きを
防ぎます。

 • [RUN LOCK (運転 ロ ッ ク )] モー ド は、現在の設定が変更さ れ る こ と を防ぐため、あ ら

ゆるユーザー入力を無効に し ます。ただ し 、[START (開始)] と  [STOP (停止)] は無効に
はな り ません。 

 • [INST(RUMENT) LOCK (装置 ロ ッ ク )] モー ド は、現在の運転終了後の装置の使用を防ぐ
ため、あ らゆるユーザー入力を無効に し ます。ただ し 、[STOP(停止)] は無効にはな

り ません。

コ ン ト ロールパネル

コ ン ト ロールパネル (図 1.2) は、見やす く 、使い勝手のいい遠心分離機の上部後方に取
り 付け ら れてい ます。コ ン ト ロ ールパネルには、独立型の実値ディ ス プレイ と セ ッ ト
ア ッ プ ス ク リ ーン、テ ンキー、パラ メー ターお よびシ ス テ ム コ ン ト ロ ール入力用 タ ッ
チキーが含まれます。

図 1.2  コ ン ト ロールパネル

実値デ ィ スプ レ イ

実値ディ ス プレイ  (図 1.3) は、運転状況の実値を示し ます。

1. 実値デ ィ スプ レ イ 2. セ ッ ト ア ッ プス ク リ ーン
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TIME

TEMP
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概要
制御と イ ン ジケーター  
図 1.3  実値デ ィ スプ レ イ

セ ッ ト ア ッ プス ク リ ーン

セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ ーン (図 1.4) には、パラ メー タ ーを入力す る編集可能な フ ィール ド
があ り ます。ス ク リ ーン左にパラ メー タ ーフ ィール ド選択用の機能キーが 6 つあ り ま
す。ス ク リ ーン右側にあ る 6 つのソフ トキーは、オプシ ョ ン を選択す る のに使用 し ま
す。オプシ ョ ンは、ど の機能キーを押し たかに よ っ て異な り ます。ガイ ド ラ イ ンに よ
り 、各機能キーやソフ トキーか ら各種キーに よ っ て制御さ れ る表示ラ イ ンに目を向け
る よ う指示さ れます。セ ッ ト ア ッ プ中や操作中、ス ク リ ーン下部のメ ッ セージラ イ ンに
は、ヘルプや診断メ ッ セージが表示さ れます。

図 1.4  セ ッ ト ア ッ プス ク リ ーン

ROTOR ID 
(ロータ
ー ID)

取 り 付け られている ロー タ ーを示 し ます。運転開始時、フ ィ ール ド は空白で
す。加速中、遠心分離機は取 り 付け られている ロー タ ーを認識 し ます。認識
さ れたロー タ ー名は、デ ィ スプ レ イ に表示 さ れます。ロー タ ー ID

SPEED
(速度)

1 分あた り の回転数 (RPM)、も し く は相対遠心力 (RCF) で表さ れたロー ター速度
を示し ます。「相対遠心力」 とは、指定半径 と速度での遠心加速度対標準の重
力加速度の比率 (RCF � g)を示す用語です。

TIME (時間)  • [TIME (時間)] モー ド では、運転の残 り 時間が、時間・分単位で表示 されま
す。[START (開始)] を押す と デ ィ スプ レ イの [TIME (時間)] で カ ウン ト ダウン
が始ま り 、0 になる と減速が始ま り ます。 

 • [Hold (ホール ド )] モー ド では、[START (開始)] が押 されてからの経過時間が
表示されます。99  時間 59  分 が経過する と、 タ イ マーが 0 に リ セ ッ ト さ
れ、引き続き経過時間がカ ウン ト されます。

 • [�2t] モー ド では、ユーザーの入力 し た �2t (試料での蓄積遠心力) と t �2t 設

定に到達する までの算出残 り 時間が表示 されます。 

TEMP°C
(温度)

ローターの温度が摂氏で示 されます。温度は、 1 度単位で表示され、(温度平衡
到達後) 設定温度の �2 度以内と な り ます。

1. 機能キー 2. メ ッ セージラ イ ン 3. ソフ トキー

ROTOR ID SPEED TEMPRPM/RCF TIME HR:MIN

IRIS RPM HOLD

EXP

g-sec
rad /sec

RCG (xg)

°c

1

2

3
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概要
制御と イ ン ジケーター  1
遠心分離機の電源を入れ る と 、セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ ーンには最後に実行 さ れた運転の
パラ メー タ ーが表示さ れます。

機能キー

[ENTER (エンター)] ま たは他の機能キーを押す と 、入力し たパラ メー ターが保存さ れま
す。

ROTOR
(ローター
)

使用する ロー ターを選択する際に押し ます。[ROTOR (ロータ ー )] を押す と、
ロータータ イ プソフ トキーが表示 されます (JA：固定各ローター、JS：水平
ローター、 JLA：軽量固定角ローター、JV：垂直ロータ ー、 JE：エル ト リ エー
シ ョ ン ローター、 JCF-Z：連続フ ロー /ゾーナル)。ロータ ータ イ プソフ トキーを
押す と、該当タ イ プの中で使用可能なロータ ーの リ ス ト が表示さ れます。(
ローターの略名が表示 されます。)

SPEED
(速度)

運転速度 (RPM または RCF � g) を入力する際に押し ます。[RPM] と  [RCF] ソフ ト

キーを使用し て設定モー ド を切り替え (RPM/RCF)、キーパ ッ ド で速度設定を入
力し ます。取 り 付け られている ローターの許容最大 RPM を上回る速度設定を入
力し た場合、ローターの有効範囲内の速度を選択するよ う 指示する エ ラーメ ッ
セージとその範囲が RPM または RCF で表示 されます。

ローターが指定されていない場合や速度設定が許容最大値を上回る場合、遠心
分離機は、加速中にローターを認識し、取 り 付け られている ロー ターの最大速
度まで減速し ます。

TIME
(時間)

運転時間を入力(キーパ ッ ド を使用)する際に押 し ます。[TIME (時間)] を押す と、
[TIME (時間)] モー ド のソフ トキーが表示 されます。[HH:MM] (時間：分)、[W2T] 

(�2t、蓄積遠心効果 (accumulated centrifugal effect: ACE)) および [ HOLD (ホール ド

)]。どのソフ トキーを押 し て も [TIME (時間)] の表示が点滅し 、時間の入力は
キーパ ッ ド で行 う こと を示 し ます。

 • 時間運転 (HH:MM) — 運転時間を最大 99  時間 59  分まで設定で き ます。分数
フ ィ ール ド に 59 分以上の値を入力する と、システムが自動的に入力 し た値
を時間 と分数に変換し ます。設定時間が 0 になる と 、減速が開始 し ます。

[W2T] ソフ トキーを押す と、該当する [�2t] の値が表示 されます。

 • [�2t ] 運転 — [�2t] の値を入力で き ます。システムによって、入力 された値

に到達するのに必要な運転時間が計算されます。ローターごと に [�2t ] 設

定は異な り ます。無効な値が入力 された場合、ユーザーメ ッ セージが表示

されます。計算された運転時間が 0 になる と 、減速が始ま り ますが、[�2t] 

はロー ターの回転が停止する まで引き続き蓄積されます。

 • 連続運転 (ホール ド ) — 時間の長さ を指定せずに運転する場合、[HOLD (ホー
ル ド )] を使用し ます。デ ィ スプ レ イ には累積運転時間が表示 さ れます。99  
時間 59  分 に達する と、タ イ マーが 0 に リ セ ッ ト され、カ ウン ト が続行され
ます。[STOP (停止)] キーを押すまで運転は続行 されます。
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概要
制御と イ ン ジケーター  
キーパ ッ ド

キーパッ ド は、数値の運転パラ メー タ ーの入力やプ ロ グ ラ ム番号の入力・呼び出 し に
使用 し ます。0 ～ 9 のキーに加え、キーパッ ド には、�.(プ ラ ス/マ イナス/小数点) と  CE (

入力ク リ ア) キーがあ り ます。

�. キーは、 ロ ー タ ー番号 (例えば「25.50」) 入力の際に小数点を入力する場合や、0°C よ

り 低い温度 (例えば「–2°C」) を入力する 場合に使用 し ます。

CE (入力ク リ ア) キーは有効な フ ィール ド のパラ メー ターを消去し ます。ま た、[CE] を押
す と 、一部の診断メ ッ セージを消去できます。[CE] を押し ても診断メ ッ セージが消去
さ れなお場合は、「第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ」を参照し て く だ さ い。

TEMP
(温度)

運転温度 (–10°C ～ +40°C) を入力 (キーパ ッ ド を使用) する際に押 し ます。 

 • 最小許容設定温度は、設定速度 と使用する ロー ターによって異な り ます。
設定速度においてロー ターでは到達で き ない温度が入力 さ れている場合、
[TEMP°C (温度)] フ ィ ール ド が点滅し ます。

 • 到達可能な最大ロー ター温度は、運転中にチャンバー内で生成さ れる摩擦
熱によって異な り ます。低速運転または低い周囲温度では、遠心分離機が
高温に達し ないことがあ り ます。

 • 加速中に、システムによってユーザーが入力 し たロー ターとは異なる ロー
ターが認識された場合、も し く は運転中に設定速度が変更 された場合、設
定温度には到達で き な く な り ます。このよ う な場合は、[TEMP°C (温度)] 
フ ィ ール ド が点滅し、異なる温度を入力するよ う 指示されます。

A/D 試料を保護し つつ最適な分離を維持する加速度と減速度を入力する際に押 し ま
す。[A/D] を押す と、[Accel: (加速：)] フ ィ ール ド が点滅し、加速設定の入力が
求められます。も う一度 [A/D] を押 し、カーソルを [Decel: (減速：)] ] フ ィ ール ド
に移動し ます。

使用で き る加速度は、最大、低速、時間 (0 ～ 500 RPM で 1 ～ 10  分) です。使用
で き る減速度は、最大、低速、時間 (500 ～ 0 RPM まで 1 ～ 10  分) かつ、ブレー
キな し  (オフ) です。

OPT (オプ
シ ョ ン)

遠心分離機を プ ログラムモー ド にする際に押 し ます。プ ログラムモー ド では、
後で使用するためにメモ リ に運転パラ メー タ ーを入力で き ます。最大 30- 手順
のプ ログラムを保存で き ます。
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概要
仕様  1
システムキー

仕様

許容値ま たは制限値が示 さ れた値のみが保証 さ れたデー タ ーです。許容値ま たは制限
値が示 さ れていないデー タ は参考値であ り 、保証 さ れてい ません。

制御機能

START (開始) [ENTER (エン ター )] を押 し、[START (開始)] を押し て運転を開始 し ます。
[ENTER (エン ター )] を押し てから 5  秒以内に [START (開始)] を押 し て くださ
い。また、このキーの組み合わせは、減速プ ロセスの中断や遠心分離機の運
転再開に も使用で き ます。

STOP (停止) 減速設定に従って、運転を終了する際に押し ます。ローターが減速する間、
[STOP (ス ト ッ プ)] キーが点滅し ます。ロー タ ーが完全に停止する と、警告音
が鳴り ます。[ENTER (エ ン タ ー )] を押し、[START (開始)] を押す と、減速を終
了し、運転を再開で き ます。

ゾーナル運転中、1 度 [STOP (停止)] を押す と、ロータ ーが 2000 RPM まで減速
し ます。も う一度 [STOP (停止)] を押す と、ロー タ ーが 0 RPM まで減速し ま
す。

ENTER (エン
タ ー )

システムメモ リへのパラ メー ター入力を保存する際や遠心分離機の運転を開
始する際に押 し ます (遠心分離機の運転を開始する場合は、必ず [ENTER (エ
ン ター )] を押し てから [START (開始) ]を押 し て くださ い)。

仕様 概要

速度  • 設定範囲: 

— 100 ～ 26,000 RPM または 同等の RCF (100 � g 単位で増減)

 • エル ト リ エーシ ョ ン速度の設定範囲: 

— 0 ～ 5000 RPM (毎分 0 ～ 5,000 回転) (10 RPM または 10 � g 単位で増

減)

 • 速度表示: 

— 0 ～ 10,000 RPM の場合、実際のロー ター速度 �10 RPM の値が表示さ

れます; 10,000 ～ 26,000 RPM の場合。実際のロー ター速度 �0.1%、

または 同等の RCF の値が表示されます。

速度制御  • 低速 (2000 RPM) 制御 = ±10 RPM

 • 高速 (最大/ロー ター ) 制御 = ±0.1% RPM
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概要
仕様  
動作機能

時間  • 設定範囲: 

— 1  分～ 99  時間 59  分、�2t、または連続 (ホール ド )

 • 実際のデ ィ スプ レ イ : 

— 残 り 時間 (時間運転)、�2t、または経過時間 (持続運転) が表示 され

ます。

 • �2t  設定範囲： 

— 最大 9.99 � 1014 rad/s2

 • �2t 実際のデ ィ スプ レ イ： 

— 有効桁 3 桁までの蓄積遠心効果 (accumulated centrifugal effect: ACE)) 
が表示 されます (指数表現)

温度  • 設定範囲: 

— –10 ～ +40°C (1°C 単位で増減)

 • 精度: 

— 設定温度 �2°C 以内に制御 されたローター温度 (平衡後)a

 • 周囲温度の範囲: 

— 16 ～ 38°C (60 ～ 100°F)b

 • 冷却液: 

— 冷媒 R452A (HFO)

加速 最大、低速、時間 (0 ～ 500 RPM で 1 ～ 10  分)

減速 最大、低速、時間 (500 ～ 0 RPM で 1 ～ 10  分)、またはオフ

a. ( 加速や減速など非定常条件下では、ローターの温度がこの範囲外と な る場合があ り ます。) 特定のローター
の動作範囲に関する情報は、お使いのローターのマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

b. 周囲温度よ り 高い温度に達するため、遠心分離機は運転中にチ ャ ンバー内で生成される摩擦熱に依存し ま
す。低速運転または低い周囲温度では、遠心分離機が高温に達し ない こ とがあ り ます。

仕様 概要

仕様 概要

ド ア 鋼板付きの厚さ 6.1cm (2.4 イ ン チ) の塑性樹脂

ローターチ ャ ンバーの
直径

51.3 cm (20  イ ンチ)

摩擦減少システム 
(FRS)

190 mm (7.5  イ ンチ) Hg
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概要
仕様  1
物理デー タ

仕様 概要

幅 71 cm (20 イ ン チ)

奥行き  • 86 cm (34 イ ン チ)

 • バッ クパネルから伸びる エアダ イバー タ を含む

— 102 cm (40.25 イ ンチ) 

高さ  • ド ア を閉じた状態

— 86 cm (34 イ ン チ) 

 • コ ン ト ロールヘッ ド の上

— 116 cm (45.5 イ ン チ) 

 • 開いた ド アの上

— 149 cm (58.5 イ ン チ) 

重量 290kg (640 ポン ド )

隙間 (十分な換気のた
め)

 •  側面

— 7.6 cm (3 イ ンチ) 

 • 背面 (壁にエアダ イバー タ を当てて くださ い)

— 16 cm (6.25 イ ン チ) 

表面仕上げ 被覆ポリ カーボネー ト 製保護オーバーレ イ で覆われたポリ エステ
ル製コ ン ト ロールパネル; 塗装 されていないプ ラ スチ ッ ク製 ド ア と
カバー ; ア ク リ ル樹脂エナメル焼付を施し た金属面

電力要件  • 200/208/240V、単相装置 

— 180–264 VAC、30 A、50/60 Hz

 • 230-V、単相装置 

— 180–264 VAC、30 A、50 Hz

 • 220/380-V + 中性線、三相a 装置 

— 313–457 VAC + 中性線、16 A、50 Hz

a. 不均衡三相。内部で単相運転に分割。

電源供給 ク ラ ス I

定常状態条件下の室内
への最大熱放散 

~6900 BTu/h (2 kW)

湿度制限 <95% (結露な き事)

26,000 RPM (毎分 
26,000 回転) で運転中
の装置の前での騒音レ
ベル 0.91 m (3 フ ィ ー
ト ) 

57dBa

設置 (過電圧) の分類 II

汚染度 2b

b. 通常、非電導性の汚染のみが発生し ますが、結露によ り 導電性にな る場合があ り ます。
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概要
使用可能なローター  
使用可能な ロー ター

ロー タ ーの総合的な概要については、お使いの ロー タ ーのマニュアルを参照し て く だ
さ い。

ロータ ーの形状 概要 ロー
ターの
コー ド

1 分間
あた り
の最大
回転数 
(Max 
RPM)a

最大遠
心力 
(Max 
RCF)(� 

g) 

最大容量 ロー
ターマ
ニ ュ ア
ル番号

JA-30.50 Ti b

固定角、34°
(8  箇所) 
rmax = 108 mm

30.50 26,000c 81,800 8 � 50mL J-TB-070

JA-25.50 Ti 
固定角、34°
(8  箇所)d 
rmax = 108 mm

25.50 25,000 75,600 8 � 50mL J-TB-056

JA-25.15 Ti 
固定角、25°

(24  箇所)d 
rmax = 106 mm (外

側の列)
rmax = 86 mm 

(内側の列)

25.15 25,000

74,200

60,200

24 �15mL J-TB-057

JA-21
固定角、40°
(18 箇所)
rmax = 102 mm

21 21,000 50,400 18 � 10mL J-TB-002

JA-20.1 
固定角、23°
(32 箇所)
rmax = 115 mm

(外側の列)
rmax = 98 mm

(内側の列)

20.1 20,000

51,500

43,900

32 �15mL J-TB-022

JA-20 
固定角、34°
(8 箇所)
rmax = 108 mm

20 20,000 48,400 8 � 50mL J-TB-003
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概要
使用可能なローター  1
JA-14.50
固定角、35°
(16 箇所)e

rmax = 160 mm

14.50 14,000 35,000 16 � 50mL B32164

JA-18.1 
固定角
(24 箇所)
45° アダプ ター
rmax = 116 mm

25° アダプ ター
rmax = 112 mm

18.1

18,000

17,000

42,100

36,300

24 � 1.8mL

24 � 1.8mL

J-TB-037

JA-18 
固定角、23°
(10 箇所)
rmax = 132 mm

18 18,000 47,900 10 � 100mL J-TB-035

JA-17
固定角、25°
(14 箇所)
rmax = 132 mm

17 17,000 39,800 14 � 50mL J-TB-017

JLA-16.250
固定角、25°
(6 箇所)
rmax = 134 mm

16.250 16,000 38,400 6 � 250mL J-TB-072

JA-14
固定角、25°
(6 箇所)
rmax = 137 mm

14 14,000 30,100 6 � 250mL J-TB-004

F14BCI-14x50cy
固定角、34°
(14 箇所)
rmax = 153 mm

F50C 14,000 33,500 14 � 50mL —

F14BCI-6x250y 
固定角、23°
(6 箇所)
rmax = 134 mm

F250 14,000 30,000 6 � 250mL —

ロー タ ーの形状 概要 ロー
ターの
コー ド

1 分間
あた り
の最大
回転数 
(Max 
RPM)a

最大遠
心力 
(Max 
RCF)(� 

g) 

最大容量 ロー
ターマ
ニ ュ ア
ル番号
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概要
使用可能なローター  
JA-12
固定角、35°
(12 箇所)
rmax = 144 mm

12 12,000 23,200 12 � 50mL J-TB-051

JA-10
固定角、25°
(6 箇所)
rmax = 158 mm

10 10,000 17,700 6 �500mL J-TB-006

JLA-10.500 
固定角、20°
(6 箇所)
rmax = 166 mm

10.500 10,000 18 600 6 �500mL J-TB-048

F10BCI-6x500y
固定角、23°
(6 箇所)
rmax = 158 mm

F500
(旧
 10.1)

10,000 17,696 6 �500mL —

JLA-9.1000 
固定角、20°
(4 箇所)
rmax = 185 mm

9.1000 9,000 16,800 4 �1000mL J-TB-073

JLA-8.1000 
固定角、20°
(6 箇所)
rmax = 222.8 mm

8.1000 8,000 15,970 6 �1000mL J-TB-073

JS-13.1
水平ロータ ー
(6 箇所)
rmax = 140 mm

13.1 13,000 26,500 6 � 50mL J-TB-036

JS-24.38
水平ロータ ー
(6 箇所)
rmax = 161 mm

24.38 10,000f 18,000 6 �38.5mL J-TB-058

ロータ ーの形状 概要 ロー
ターの
コー ド

1 分間
あた り
の最大
回転数 
(Max 
RPM)a

最大遠
心力 
(Max 
RCF)(� 

g) 

最大容量 ロー
ターマ
ニ ュ ア
ル番号
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概要
使用可能なローター  1
JS-24.15
水平ロータ ー
(6 箇所)
rmax = 171.3 mm

24.15 10,000f 19,200 6 �15mL J-TB-058

JS-7.5 S
水平ロータ ー
(4 箇所)
rmax = 165 mm

7.5 7,500 10,400 4 � 250mL J-TB-007

JS-5.3
水平ロータ ー
(4 箇所)
rmax = 194.8 mm

5.3 5,300 6,130 マ イ ク ロ プ
レー ト  (24)
 デ ィ ープ
ウェルプ レー
ト  (8) 
ス ク エアウェ
ルプ レー ト  
(4)

J-TB-089

JS-4.3
水平ロータ ー
(4 箇所)
rmax = 204 mm

4.3 4,300 4,220 4 �750mL J-TB-050

JS-4.0
水平ロータ ー
(4 箇所)
rmax = 226 mm

4.0 4,000 4,050 4 � 1L

血液バッグ 
(4) 
マ イ ク ロ プ
レー ト  (12) 
RIA チ ューブ 
(148)

J-6TB-006

ロータ ーの形状 概要 ロー
ターの
コー ド

1 分間
あた り
の最大
回転数 
(Max 
RPM)a

最大遠
心力 
(Max 
RCF)(� 

g) 

最大容量 ロー
ターマ
ニ ュ ア
ル番号
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概要
使用可能なローター  
JCF-Z 
連続フ ロー /ゾー
ナルロータ ーg

JCFZ 20,000 39,900 660mL
(標準コ ア)
1250mL
(大型コ ア)
240mL
(小型コ ア)

JCFZ-IM

JE-5.0 
エル ト リ エー
シ ョ ン ローター
rmax

大型チャンバー = 
168 mm
標準チャンバー = 
125 mm
Sandersonチャン
バー = 126 mm

5.0 5,000

4,700

3,500

4,230

40mL

4.0mL

5.5mL

JE5-IM

a. 最大速度は、溶液密度 1.2g/mL に基づいています。ただ し、以下は例外と し ます：JA-18.1 ローターの定格は
密度 1.4 g/mL、JCF-Z ローターの定格は密度 1.45 g/mL、JE-5.0 ローターの定格は密度 3 g/mL です。

b. Avanti J-26S XPI での JA-30.50 Ti ローターの温度性能は次の通 り です：26,000 RPM ( 周囲温度 30°C) で 最低 15°C ; 
21,500 RPM ( 周囲温度 30°C) で 最低 4°C

c. Avanti J-26XPI 遠心分離機の場合、JA-30.50 Ti ローターの最大速度は 26,000 RPM、Avanti J-30I 遠心分離機の場合
は 30,000 RPM です。

d. Avanti J-26S XPI での JA-25.50 および JA-25.15 ローターの温度性能は次の通 り です：25,000 RPM ( 周囲温度 30°C) 
で 最低 10°C; 21,500 RPM ( 周囲温度 30°C) で 最低 4°C

e. JA-14.50 ローターの温度性能は、14,000 RPM で最低 4°C です（常温 38°C）。

f. Avanti J-26S XPI 遠心分離機の場合、JS-24.38 および JS-24.15 ローターの最大速度は 10,000 RPM、Avanti J-30I 遠心
分離機の場合は 24,000 RPM です。

g. Avanti J-26S XPI では、連続フ ローや勾配遠心法 ( ゾーナル ) の設定を再設定する際に JCF-Z 連続フ ロー / ゾーナ
ルローターを使用で き ます。

ロータ ーの形状 概要 ロー
ターの
コー ド

1 分間
あた り
の最大
回転数 
(Max 
RPM)a

最大遠
心力 
(Max 
RCF)(� 

g) 

最大容量 ロー
ターマ
ニ ュ ア
ル番号
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第2章

操作

は じ めに

本章では、詳細な遠心分離機の操作手順を説明 し ます。 on page 2-1に概要を記載 し てい
ます。本遠心分離機を使い慣れてい る 方は、こ の概要を参照 し て く だ さ い。

警告

通常の操作には、病原性、毒性、または放射性の溶液や試験試料の使用が必
要 と なる場合があ り ます。体液は病気を伝播するおそれがあるため、慎重に
取 り 扱っ て く だ さ い。微生物が含まれない こ と を確証する試験は現在あ り ま
せん。肝炎 (B 型 と  C 型)、HIV (IV) ウ イルス、非定型抗酸菌、特定の全身性真
菌類 など、い く つかの最も悪性のウ イルスや菌によ り 、エア ロ ゾル対策の
必要性が重視さ れています。その他の感染性試料を取 り 扱 う 場合は、適切な
検査法、病気の蔓延防止法に従っ て く だ さ い。こぼれた場合エア ロ ゾルが生
成 さ れるおそれがあるため、エア ロ ゾル封 じ 込めに関する適切な安全上の注
意を守っ て く だ さ い。 

適切な安全措置を講じ ずに本遠心分離機で毒性、病原性、または放射性物質
を使用し ないで く だ さ い。封 じ 込めレベル 1 以上の高度封 じ 込めが必要な物
質である、 リ ス ク グループ II の物質 (世界保健機関の実験室バイオセーフ

テ ィー指針で規定 さ れている) を取 り 扱 う 場合は、高度封 じ込めを行 う 必要
があ り ます。 

警告

可燃性の液体や蒸気の近 く で遠心分離機を使用 し ないで く だ さ い。また、そ
のよ う な物質 を遠心分離機にかけないで く だ さ い。動作中の遠心分離機に
寄 り かかっ た り 、物を置いた り し ないで く だ さ い。

Avanti J-26S XPI 運転手順の概要

周囲温度外の温度で運転する場合、運転を開始する 前に ロ ー ターを必要な温度ま で予
冷ま たは予熱 し て く だ さ い。

手動運転

1 [POWER (電源)] ス イ ッ チをオンに し ます (I)。 
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操作
Avanti J-26S XPI 運転手順の概要  
2 フ ッ トペダルを踏んでチ ャ ンバーの ド ア を開きます。

3 該当する ロ ー ターマニュアルの指示に従っ て ロ ー タ ーを取 り 付け、チ ャ ンバーの
ド ア を し っか り閉じます。

4 [ROTOR (ローター)] を押し 、ソフ トキーで ロ ー タ ー タ イ プ と ロ ー タ ー名を選択し ま
す。

5 [SPEED (速度)] を押し て、ソフ トキーで [RPM] ま たは [RCF] モー ド を選択し 、キーパッ

ド を使用 し て運転速度 (0 ~ 26,000 RPM) を入力し ます。

6 [TIME (時間)] を押し て、ソフ トキーで時間モー ド  ([HH:MM]、[Hold (ホールド)] ま たは 

[�2t) を選択し 、キーパッ ド を使用 し て運転時間ま たは �2t 値を入力し ます。

 ([Hold (ホールド)] モー ド では値を入力し ません。)

7 [TEMP (温度)] を押し 、キーパッ ド を使用 し て必要な運転温度を入力し ます。

8 [A/D] を押し 、次に [MAX (最大)]、[SLOW (低速)]、ま たは [TIME (時間)]のソフ トキーを押
し ます。ま たは、 こ の手順を スキッ プ し て、デフォル ト の加速度 ([MAX (最大)]) を受
け入れます。

9 [A/D] を押し 、次に [MAX (最大)]、[SLOW (低速)]、[TIME (時間)]、ま たは [OFF (オフ)]のソ
フ トキーを押し ます。 

(ま たは、 こ の手順を スキッ プ し て、デフォル ト の減速度 ([MAX (最大)]) を受け入れ

ます。

10 すべてのパラ メー タ ーが正し い こ と 、かつ ド アが閉じ ら れてい る こ と を確認 し て
く だ さ い。 

a. [ ENTER (エンター)] を押し てか ら  [START (開始)] を押し ます。

11 運転の残り時間がゼロ にな る ま で待つか、[STOP (停止)] を押し て運転を終了し ます。

12 ロー タ ーが停止 し た ら 、フ ッ トペダルを踏んでチ ャ ンバーの ド ア を開きます。
PN B10096AE    2-2



操作
準備  2
プ ログ ラム運転

1 [POWER (電源)] ス イ ッ チをオンに し ます (I)。

2 フ ッ トペダルを踏んでチ ャ ンバーの ド ア を開きます。

3 該当する ロ ー ターマニュアルの指示に従っ て ロ ー タ ーを取 り 付け、チ ャ ンバーの
ド ア を し っか り閉じます。

4 [OPT (オプション)] を押し 、キーパッ ド を使用 し てプ ロ グ ラ ム番号を入力し ます。

5 すべてのパラ メー タ ーが正し い こ と 、かつ ド アが閉じ ら れてい る こ と を確認 し て
く だ さ い。 

a. [ ENTER (エンター)] を押し てか ら  [ START (開始)] を押し ます。

6 手順 1 ま たは 2 が終了する ま で待つか、[STOP (停止)] を押し て運転を終了し ます。

7 ロー タ ーが停止 し た ら 、フ ッ トペダルを踏んでチ ャ ンバーの ド ア を開きます。

準備

ロー タ ーマニュアルの指示に従っ て、遠心分離を行 う ための ロー ターの準備を行い ま
す。

ロー タ ーの取 り 付け

チ ャ ンバー ド ア を ロ ッ ク解除し て開く前に、電源をオンにする必要があ り ます。

1 電源ス イ ッ チを オンに し ます (I)。

コ ン ト ロールパネルの イ ンジケー ター ラ イ ト が点灯し ます。

2 フ ッ トペダルを踏んで ド ア を開きます。

ド アが開きます。

3 ロー タ ーマニュアルの指示に従っ て、 ロ ー タ ーを取 り 付け ます。 
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操作
手動操作  
ロー タ ーが駆動ハブの上に取 り 付け ら れてい る こ と を確認 し て く だ さ い。

注意

ロー タ ーを駆動ハブの上に落 と さ ないで く だ さ い。ロー タ ーを横向きに無理
に設置し た り 、スピ ン ド ルハブの上に落下する と、駆動軸が折れ曲がるおそ
れがあ り ます。ロータ ーをハブの上に位置を合わせてから、慎重に下ろすよ
う に し て取 り 付けて く だ さ い。

4 ロー タ ーの蓋付き ノブま たは蓋な し ノブを、右 (時計周り ) に回 し て駆動軸に固定 さ
せます。

注 ノブが緩ま り 、溝がかみ合う感覚がない場合は、ローターの駆動孔部のピンが遠心分離
機のハブに正し く着座し ていない可能性があ り ます。ローターを上に持ち上げ、少し
回し てから再びハブの上に降ろし、ノブを締めて くださ い。

5 チ ャ ンバーの ド ア を閉じます。

注意

運転後も ロータ ーを遠心分離機に放置する場合は、次回運転を開始する前
に、ロー タ ーが駆動ハブに固定 さ れ、 ノ ブが し っか り 締められている こ と を
確認 し て く だ さ い。 

手動操作

 • 機能キー ([ROTOR (ローター)]、[SPEED (速度)]、[TIME (時間)]、[TEMP (温度)]、[A/D]、ま

たは [OPT (オプション)] を押す と 、パラ メー タ ーを入力ま たは変更できる こ と を示す
該当する セ ッ ト ア ッ プ画面のフ ィール ド が点滅し ます。[ENTER (エンター)] ま たは別

の機能キーを押すま で、フ ィール ド が点滅し続け ます。 

 • [ENTER (エンター)] を押す前に値を変更する には、[CE] を押し て別の値を入力し ます。
[ENTER (エンター)] を押し た後に値を変更する には、機能キーを再び押し ます。

 • 無効な設定が入力さ れ る と 、ディ ス プレイ が点滅し 、該当するパラ メー ターの有
効な範囲がメ ッ セージラ イ ンに表示さ れます。別のパラ メー ターを入力する前に、
有効なパラ メー タ ーを入力し て [ENTER (エンター)] を押す必要があ り ます。

ロー タ ーの選択

1 [ ROTOR (ローター)] を押し ます。

[ Rotor: (ローター:)] フ ィール ド が点滅し 、 ロー タ ー タ イ プの略称ソフ ト キー 
(JA:固定角、 JS:水平、JLA:軽量固定角、JSP:特殊、 JV:垂直、 JE:エル ト リ エーシ ョ ン、JCF-

Z:連続フ ロ ー /ゾーナル) が表示さ れます。
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操作
手動操作  2
2 適切なソフ トキーを押し て ロー タ ー タ イ プを選択し ます。

ロー タ ーコ ー ド の リ ス ト が表示さ れます。固定角ロ ー ターの コー ド は以下に示さ れ
ます。

a. 追加の固定角ロー タ ーコ ー ド を表示す る には、[MORE (その他)] ソフ ト キーを押
し ます。

b. 別の ロ ー タ ー タ イ プを選択する には、[ROTOR (ローター)] を再び押し て、別のソ
フ トキー を押し ます。

3 該当する ソフ トキーを押し て ロ ー ター名を選択し ます。 

a. [ ENTER (エンター)] を押し ます。

選択し た ロ ー ター名が [Rotor: (ローター:)] フ ィール ド に表示さ れます。

運転速度の入力

使用する ロ ー ターの最大速度ま での運転速度値 (最大 26,000 RPM) を入力し ます。ま た
は、 ロ ー タ ーで到達可能な最大 RCF (相対遠心力) ま での値を入力し ます。

RPM の入力

1 [SPEED (速度)] を押し ます。

 • [ Speed: (速度:)]フ ィール ド が点滅し 、[RPM] と  [RCF] のソフ トキーが表示さ れま

す。 

Rotor :   - -
Speed :  0            RPM       =        0   x G
Time :    00:00
Temp :   25°C                              Max Temp : 29°C

Accel :   MAX                        Decel : MAX

10
12
14
17
18
MORE

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  0           RPM        =                   x G
Time :    00:00
Temp :   25°C                              Max Temp : 29°C

Accel :   MAX                   Decel : MAX

30.50SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR
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操作
手動操作  
 • [RPM] イ ンジケー タ ーには、実値が点灯し ます。

2 キーパッ ド で必要な RPM を入力し て、[ENTER (エンター)] を押し ます。

 • [Speed: (速度:)] フ ィール ド に速度が表示さ れます。 

 • シ ス テ ムは RPM の入力値の最後の桁を四捨五入 し 、必要に応じて、その速度で
ロー タ ーにかか る  g (遠心力) を計算し て表示し ます。

RCF の入力

1 [SPEED (速度)] を押し ます。

[RPM]と [RCF] のソフ トキーが表示さ れます。

2 [RCF] ソフ トキーを押し ます。

ROTOR 

TIME 

TEMP 

A/D 

OPT 

ROTOR ID SPEED RPM/RCF TIME HR:MIN °C TEMP 

Rotor :    JA-30.50  
Speed :   - -            RPM        =          --   x  G 
Time :     00:00 
Temp :    25°C                           Max Temp : 29°C 
 
Accel :   MAX                   Decel : MAX 
 

RPM 
RCF 

RPM 

SPEED 

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  26 000              RPM       =        --   x G
Time :    00:00
Temp :   25°C                              Max Temp : 29°C

Accel :   MAX                   Decel : MAX

RPM
RCF
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操作
手動操作  2
[ RPM = - - � G ] フ ィール ド が点滅し ます。

3 キーパッ ド で必要な RCF を入力し て、[ENTER (エンター)] を押し ます。

 • [Speed: (速度：)] フ ィール ド に RCF と 該当する RPM が表示さ れます。 

 • [RCF (� g) ] イ ンジケー ターに実値が点灯し 、運転中に RCF (� g) が表示さ れ る こ と

を示し ます。

 •  [ENTER (エンター)] と  [START (開始)] を押す と 、遠心分離機は計算さ れた RPM で運

転 し ます。 

 • 取 り 付け ら れた ロ ー ターが到達できない RCF 値を入力する と 、 ロ ー ターが到達
可能な RCF を知ら せ る メ ッ セージが表示さ れます。

運転時間の入力

運転時間は、時間 と 分数ま たは �2t (蓄積遠心効果 (accumulated centrifugal effect: ACE)) で
入力できます。[Hold (ホール ド )] モー ド は、連続運転時に使用 し ます。

時間運転の入力

1 [ TIME (時間)] を押し ます。

[HH:MM:]、[W2T] お よび [HOLD (ホールド)] のソフ ト キーが表示さ れます。

2 キーパッ ド を使用 し て必要な時間  (最大 99  時間 59  分) を入力し て、[ENTER 

(エンター)] を押し ます。

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

ROTOR ID SPEED RPM/RCF TIME HR:MIN °CTEMP

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  - -             RPM      =   81 800    x G
Time :    00:00
Temp :   25°C                           Max Temp : 29°C

Accel :   MAX                   Decel : 

RPM
RCF

       RCF (x g)
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操作
手動操作  
[Time: (???)] フ ィール ド に入力し た時間が表示さ れます。

3 次の機能キーを押すか、[ ENTER (エンター)] を押し てか ら  [ START (開始)] を押し ます。

 • 運転開始と同時に 0 へのカウン ト ダウンが始ま り 、[TIME (時間)] ディ ス プレイ に

残り時間が表示さ れます。 

 • 59分以上の数値を入力す る と 、[ENTER (エンター)] ま たは別の機能キーを押し た

後に、遠心分離機が自動的に時間 と 分数を再計算し ます。

 • [TIME (時間)] ディ ス プレイ が 0 にな る と 、減速が開始し ます。 

 • 減速中は [TIME (時間)] ディ ス プレイ で [End (終了)] が点滅し 、[STOP (停止)] キーの

イ ンジケー タ ー ラ イ ト が点滅し ます。

W2T運転の入力

1 [ TIME (時間)] を押し ます。

[HH:MM]、[W2T] お よび [HOLD (ホールド)] のソフ トキーが表示さ れます。

2 [W2T] ソフ トキーを押し て、[�2t] モー ド を選択し ます。

[Time: (時間:)] フ ィール ド が点滅し ます。

3 キーパッ ド を使用 し て �2t 値を入力し ます。

 • [Time: (時間:)] フ ィール ド に入力値が表示さ れます。 

 • 小数点と  E は、入力と同時に自動的に表示さ れます。 

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  26 000      RPM      =               x G
Time :    00:25
Temp :   25°C                          Max Temp : 29°C
Accel :   MAX                   Decel : MAX

HH:MM
W2T
HOLD
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操作
手動操作  2
 • ロー タ ーが到達できない �2t 値を入力する と 、別の値の入力を求め る メ ッ セー

ジが表示さ れます。

4 次の機能キーを押すか、[ ENTER (エンター)] を押し てか ら  [ START (開始)] を押し ます。

 • 遠心分離機が蓄積遠心効果 (accumulated centrifugal effect: ACE) を計算し て表示し
ます。

 • 設定 し た �2t 値に達する と 、減速が開始さ れます。減速中は、[STOP (停止)] キー

の赤い イ ンジケー タ ー ラ イ ト が点滅し ます。

 • ロー タ ーの回転が停止す る ま で、�2t が蓄積し続け る ため、設定 し た �2t の値
と 運転終了時の実値が異な る場合があ り ます。 

連続 (HOLD) 運転の入力

1 [ TIME (時間)] を押し ます。

[HH:MM]、[W2T] お よび [HOLD (ホールド)] のソフ トキーが表示さ れます。

2 [HOLD (ホールド)] キーを押し て、[HOLD (ホール ド )] モー ド を選択し ます。

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

ROTOR ID SPEED RPM/RCF TIME w2t °CTEMP

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  26 000       RPM       =    81 800   x G
Time :    1.05E03 w2t
Temp :   25°C                              Max Temp : 29°C

HH:MM
W2T
HOLD

Accel :   MAX                   Decel :  MAX

EXP 03

rad2/sec
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操作
手動操作  
[Time: (時間:)] フ ィール ド に [HOLD (ホールド) ] と表示さ れます。

3 次の機能キーを押すか、[ ENTER (エンター)] を押し てか ら  [START (開始)] を押し ます。 

 • 運転を開始する と 、[TIME (時間)] ディ ス プレイ で [HOLD (ホールド)] イ ンジケー
ター ラ イ ト が点灯し ます。 

 • 運転経過時間が表示さ れます。 

 • [STOP (停止)] を押すま で運転は続行 さ れます。

運転温度の入力

運転温度は –10 ~ +40°C の範囲で設定できます。値を入力し ない場合、最後に入力し た温
度が使用 さ れます。

1 [TEMP (温度)] を押し ます。

[Temp: (温度:)] フ ィール ド が点滅し ます。

2 キーパッ ド を使用 し て必要な温度を入力し ます。

[Temp: (温度:)] フ ィール ド に入力し た温度が表示さ れます。

ROTOR ID SPEED RPM/RCF TIME HR:MIN °CTEMP

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  26 000        RPM       =      81 800  x G
Time :    00:00
Temp :   25°C                           Max Temp : 29°C

HH:MM
W2T
HOLD

HOLD

Accel :   MAX                   Decel : MAX

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  26 000         RPM  =     81 800      x G
Time :    00:00
Temp:    - -                              Max Temp : - - °C

Accel :   MAX                   Decel : MAX
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操作
手動操作  2
3 カーソルを [Max Temp: (最高温度:)] フ ィール ド に移すには、[TEMP (温度)] キーを再び
押し ます。

 • [Max Temp:(最高温度:)] フ ィール ド に入力し た温度＋4°C が表示さ れ、[YES (はい)] 
と  [NO (いいえ)] のソフ トキーが表示さ れます。 

 • デフォル ト の最高温度は、設定 し た温度 ＋4°C です。 

 • 設定 し た温度 +2°C か ら 44°C ま で、別の最高温度を指定できます。 

 • ま た、最高温度に達し た時にシ ス テ ム を シ ャ ッ ト ダウンす る か ど う かも指定で
きます。 

 • シ ス テ ム温度が 50°C に達す る と 、遠心分離機は必ずシ ャ ッ ト ダウン し ます。

4 キーパッ ド を使用 し て別の最高温度を入力す る か、デフォル ト 設定を受け入れま
す。 

5 最高温度に達し た時にシ ス テ ム を シ ャ ッ ト ダウンす る場合は [YES (はい)] を、最高温
度を超えてもシ ス テ ムの運転を許可す る場合は [NO (いいえ)] を選択し ます。

選択値 ([YES (はい)] ま たは [NO (いいえ)]) が、[Max Temp: (最高温度:)] フ ィール ド の右側
に表示さ れます。

加速度および減速度の入力

遠心分離機は、勾配お よび試料 と勾配の接触面を守る ため、3 つの加速度 と  4 つの減速
度 の選択肢を提供し てい ます。表 2.1 では、 こ れ ら の速度を説明し てい ます。速度を
選択し ない場合、遠心分離機は最大速度で加速お よび減速 し ます。

JS-24.38 お よび JS-24.15 の ロ ー ターを除く 全 ロー タ ーの加速/減速のデフォル ト 設定は、
最大 (MAX (最大)) にな っ てい ます。JS-24.38 お よび JS-24.15 の ロ ーダーでは、最大加速 と
最大減速は利用できず、[SLOW (低速)] がデフォル ト 設定にな っ てい ますが、[TIMED 

(時間)] 設定も利用できます。

表 2.1  加速および減速の設定

設定 概要

最大加速 (JS-24.38 およ
び JS-24.15 ローダーで
は利用不可)

0 RPM から設定速度に達する まで最大ト ルク を使用

低速加速 0 から 500 RPM まで約 2 分。(時間は使用する ローターの重量によっ
て異な り 、ロー ターが大きいほど時間がもっと かか り ます。) 
500 RPM を超える と、設定速度に達する まで最大ト ルクが使用さ れ
ます。
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操作
手動操作  
加速

1 [A/D] を押し ます。

[Accel: (加速:)] フ ィール ド が点滅し ます。[MAX (最大)]、[SLOW (低速)] お よび [TIME 

(時間)] のソフ トキーが表示さ れます。

2 該当する ソフ トキーを押し ます。 

[MAX (最大)] ま たは [SLOW (低速)] を選択する と 、選択が [Accel: (加速:)] フ ィール ド に表
示さ れます。 

減速

1 [A/D ] を 2 回押し ます (カーソルが [Accel: (加速:) ] フ ィール ド にあ る 場合は、[A/D] を 1 
回押し ます)。

[Decel: (減速:)] フ ィール ド が点滅し ます。[MAX (最大)]、[SLOW (低速)]、[TIME 

(時間)]、お よび [OFF (オフ)] のソフ トキーが表示さ れます。

2 該当する ソフ トキー を押し ます。 

 • [MAX (最大)]、[SLOW (低速)]、ま たは [OFF (オフ)] を選択する と 、選択が [Decel: 

(減速:)] フ ィール ド に表示さ れます。　　　 

時間加速 0 から 500 RPM までの加速時間は、1 ~ 10 分に設定で き ます。
500 RPM を超える と、設定速度に達する まで最大ト ルクが使用 さ れ
ます。

最大減速 設定速度から 0 RPM 近 く までは最大ブレーキ。残 り わずかな RPM 
から 0 に達する までは、試料の乱れを最小限に抑えるため、低ブ
レーキが使用 されます。

低速減速 設定速度から 500 RPM までは低ト ルク。その後 500 から 0 RPM まで
が約 2  分間。500 RPM に減速する までの所要時間は、最大減速より  
2 倍近 く かか り ます。(正確な時間は使用する ローターの重量に
よって異な り 、ロー ターが大きいほど時間がもっとかか り ます。)

時間減速 設定速度から 500 RPM までは最大ブレーキ。500 から 0 RPM までの
減速時間は、1 ~ 10 分に設定で き ます。

オフ ブレーキは使用 されません。ロー ターは惰性のまま 0 RPM に減速
し ます。使用する ロー ターと設定速度によっては、最大 1 時間か
かる場合があ り ます。

表 2.1  加速および減速の設定 (Continued)

設定 概要
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操作
プ ログ ラム操作  2
 • [TIME (時間)] を選択する 場合は、1 ~ 10分の減速時間を入力し て再び [A/D] を押す

か、デフォル ト の 10-分の設定を受け入れます。

運転開始

1 [ENTER (エンター)] を押し てか ら  [START (開始)] を押し ます。 

 • ([ENTER (エンター)] を押し てか ら  5秒以内に [START] を押す必要があ り ます。)

 • [START (開始)] キーの緑色の ラ イ ト が点滅し 、 ロ ー タ ーが回転 し始め ます。

運転中のパラ メ ー タ ーの変更

運転を停止する こ と な く 、運転中に新 し い設定を入力し て [ENTER (エンター)] を押す こ
と で、運転パラ メー ター (速度、時間、温度、加速、お よび減速設定) を変更できます。

運転終了

運転を途中で終了する には、[STOP (停止)] を押し ます。ロー タ ーが完全に停止す る ま で 
[STOP (停止)] の イ ンジケー ター ラ イ ト  (赤) が点滅し ます。

時間運転では、[TIME (時間)] ディ ス プレイ が 0 に達する と 、自動的に減速を開始し ます。

�2t  運転では、設定 し た �2t に達する と 、減速が開始し ます。 

注 診断が必要な状況により 、運転が停止し た場合、診断メ ッ セージが表示 され、ローターが
完全に停止する まで [STOP (停止)] イ ンジケー ターラ イ ト  (赤) が点滅し ます。診断コー ド の
説明および ト ラブルシ ューテ ィ ング手順については、表 3.1 を参照し て くださ い。

プ ログ ラム操作

遠心分離機の内蔵メモ リ ーは、それぞれ最大 2 つの手順 (各手順は一連の運転パラ メー
ター ) を含む最大 30のプ ロ グ ラ ム を保存できます。電源を オ フに し ても、プ ロ グ ラ ム
はメモ リ ー内に保持 さ れます。

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  26 000     RPM      =     81 800        x G
Time :    00:20
Temp :   20°C             Max Temp : 24°C      Shutdown? No 

MAX
SLOW
TIME
OFF

Accel :   MAX                  Decel : 5

Enter 1 to 10 minutes from 500 to 0 rpm
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操作
プ ログ ラム操作  
新し いプ ログ ラムの作成

1 [OPT (オプション)] を押し ます。

[Prog Recall: (プログラム呼び出し)] フ ィール ド が点滅し 、メ ッ セージラ イ ンに「Enter 

program number (1–30) (プログラム番号の入力 (1-30))」が表示さ れます。

2 [OPT (オプション)] を再び押し て、カーソルを [setup: (セットアップ:) ] フ ィール ド に移

し ます。 

a. キーパッ ド を使用 し て こ のフ ィール ド にプ ロ グ ラ ム番号を入力し 、[ENTER (エン

ター)] を押し ます。

 • 2 つの手順で構成さ れ る プ ロ グ ラ ムが作成さ れ、入力し た番号が割り 当て ら
れます。 

 • すでに別のプ ロ グ ラ ムに割り 当て ら れた番号を入力し た場合、そのプ ロ グ
ラ ム を上書きする か、別のプ ロ グ ラ ム番号を選択し ます。

 • ス テ ッ プ 1 のパラ メー タ ーの入力を求め る メ ッ セージが表示さ れます。

3 手順 1 の運転パラ メー タ ー (ロ ー タ ー、速度、時間、温度、加速/減速設定) を入力
し ます。 

a. プ ロ グ ラ ムが完了し た ら 、[ENTER (エンター)] を押し ます。

「Switch steps, save, or exit program mode (手順の切り替え、保存、またはプログラムモ

ードの終了)」のメ ッ セージが表示さ れます。

注 遅延開始を プ ログラムするには、手順 1 の時間に必要な遅延時間を設定 し、手順 1 
の 速度を 0 RPM に設定 し ます。手順 2 の運転パラ メーターを入力 し、手順 2 の時間
を 00:00 より大きい値に設定 し ます。手順 1 の設定時間が経過する と、運転が開始
し ます。

4 1 手順のみをプ ロ グ ラ ムす る場合は、[SAVE (保存)] ソフ トキーを押し てか ら  [EXIT 

(終了)] ソフ トキーを押し 、プ ロ グ ラ ムモー ド を終了し ます。

パラ メー タ ーは手順 1 に保存さ れます。

手順 2 にユーザー入力の設定が含まれ る プ ロ グ ラ ム を上書きす る場合、それ ら の値
を変更する ま では保持 さ れます。 

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  0             RPM        =                   x G
Time :    00:00
Temp :   25°C             Max Temp : 29°C      Shutdown? No

STEP1
STEP2
SAVE
EXIT

Accel :   MAX                  Decel : MAX
Prog Recall:                    Setup:  1              Step #1
    

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Enter parameters for the selected step
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操作
プ ログ ラム操作  2
a. 手順 2 の設定を確認す る には、[STEP2 (手順2)] ソフ トキーを押し ます。

5 プ ロ グ ラ ム 1 に 2 つめの手順を追加する には、[STEP2 (手順2)] ソフ トキーを押し ま

す。

6 手順 2 のパラ メー ターを入力し ます。

a.  入力を終えた ら  [ENTER (エンター)] を押し ます。

手順 1 と  2 のすべてのパラ メー タ ーは、選択し たプ ロ グ ラ ム番号の下で保存さ
れます。

b. いずれかの手順のパラ メー ターを確認する には、[STEP1 (手順1)] ま たは [STEP2 

(手順2)] のソフ トキーを押し て、該当する 手順に 切 り替え ます。

7 プ ロ グ ラ ムが完了し た ら  [SAVE (保存)] ソフ トキーを押し ます。

8 [EXIT (終了)] ソフ トキーを押し てプ ロ グ ラ ムモー ド を終了し ます。

プ ログ ラムの変更

1 [OPT (オプション)] を押し ます。

[Prog Recall: (プログラム呼び出し)] フ ィール ド が点滅し 、「Enter program number (1–30) (
プ ロ グ ラ ム番号の入力 (1–30))」のメ ッ セージが表示さ れます。

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Accel :   5              Decel : 5
Prog Recall:         Setup:  1                       Step #1

STEP1
STEP2
SAVE
EXIT

Rotor :  JA-30.50 
Speed : 26 000     RPM        =      81 800         x G
Time :   00:20
Temp :  20°C             Max Temp : 24°C      Shutdown? No

Switch steps, save, or exit program mode

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  20 000        RPM =     48 400       x G
Time :    00:10 
Temp :   20°C              Max Temp : 24°C      Shutdown? No

STEP1
STEP2
SAVE
EXIT

Accel :   MAX              Decel : MAX
Prog Recall:               Setup: 1                 Step #2

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Switch steps, save, or exit program mode
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操作
プ ログ ラム操作  
2 [OPT (オプション)] を再び押し て、カーソルを [Setup: (セットアップ：)] フ ィール ド に

移 し ます。 

a. 変更する プ ロ グ ラ ムの番号を入力し ます。

 • [Setup: (セットアップ:)] フ ィール ド にプ ロ グ ラ ム番号が表示さ れます。 

 • プ ロ グ ラ ム を上書きする ど う かを尋ねる メ ッ セージが表示さ れます。 

 • [YES (はい)] と  [NO (いいえ)] のソフ ト キーが表示さ れます。

3 [YES (はい)] ソフ トキーを押し ます。

手順 1 のパラ メー ターが表示さ れます。

4 手順 2 の設定を表示す る には、[STEP2 (手順2)] ソフ トキー を押し ます。

手順 2 のパラ メー ターが表示さ れます。

5 該当する手順のパラ メー タ ーを変更し ます。 

a. 変更を終えた ら  [ENTER (エンター)] を押し ます。 

b. も う 一方の手順も変更す る場合は、上記の手順を繰り返し ます。

新 し く 入力し たパラ メー タ ーが表示さ れます。 

6 [SAVE (保存)] ソフ トキーを押し て、両方のプ ロ グ ラ ム手順を保存し ます。

手順 1 と  2 は、選択し たプ ロ グ ラ ム番号の下で保存さ れます。

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Accel :   MAX            Decel : MAX
Prog Recall:  -  -       Setup: 1                      Step #

YES
NO

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  0             RPM        =                   x G
Time :    00:00
Temp :   25°C             Max Temp : 29°C      Shutdown? No 

Program number used,  overwrite Y/N?

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Accel :   5                Decel : 5
Prog Recall:           Setup: 1                      Step #1

STEP1
STEP2
SAVE
EXIT

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  26 000     RPM        =         81 800       x G
Time :    00:20
Temp :   20°C            Max Temp : 24°C      Shutdown? No 

Switch steps, save, or exit program mode
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操作
ゾーナル運転のセ ッ ト ア ッ プ  2
7 [EXIT (終了)] ソフ トキーを押し てプ ロ グ ラ ムモー ド を終了し ます。

プ ログ ラムの実行

1 [OPT (オプション)] を押し ます。

[Prog Recall: (プログラム呼び出し:)] フ ィール ド が点滅し ます。

2 キーパッ ド を使用 し て [Prog Recall: (プログラム呼び出し:)] フ ィール ド にプ ロ グ ラ ム番
号を入力し ます。

3 [ENTER (エンター)] を押し てか ら  [START (開始)] を押し ます。

ゾーナル運転のセ ッ ト ア ッ プ

遠心分離機が Zonal (ゾーナル) モー ド にな っ てい る時 (キース イ ッ チが [ZONAL (ゾーナル)] 
の位置) は、最速 3000 RPM でのオープン ド ア運転に対応し てお り 、ロ ー ターが回転 し て
い る 間もロ ー ド お よびア ン ロー ド できます。 

JCF-Z 連続フ ロー /ゾーナル ロー ターは、キース イ ッ チが [ZONAL (ゾーナル)] 位置にな っ
てい る時 も 使用で き る唯一の ロ ー ターです。 ロ ー タ ーの詳細な操作手順については、
JCF-Z ロー タ ーマニュアルを参照し て く だ さ い。

1 キーを [ZONAL (ゾーナル)] の位置に回 し ます。

 • 最速 3000 RPM ま でのオープン ド ア運転に対応し てい ます。 

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Accel :   5                Decel : 5
Prog Recall: 1         Setup:                        Step #1

STEP1
STEP2
EXIT

Rotor :   JA-30.50 
Speed :  26 000     RPM        =        81 800        x G
Time :    00:20
Temp :   20°C            Max Temp : 24°C      Shutdown? No 

Enter program number (1Ð30) .

ZONAL
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操作
ゾーナル運転のセ ッ ト ア ッ プ  
 • [Rotor: (ローター:)] フ ィール ド に JCF-Z と表示さ れます。 

2 ロー タ ーを取 り 付け ます。 

a. 取 り 付けが完了し た ら 、 ド ア を開けた ま ま に し ます。

3 [ROTOR (ローター)] を押し ます。 

a. [JCF-Z] ソフ トキーを押し ます。 

b. 残り の運転パラ メー ターを入力し ます。

4 [ENTER (エンター)] を押し てか ら  [ENTER (開始)] を押し ます。

 • ロー タ ーが、デフォル ト の ロー ド 速度であ る  2000 RPM ま で加速 し始め ます。 

 • �2t  運転が指定 さ れてい る場合は、�2t  が蓄積し始め ます。

 • 別の ロ ー ド 速度を選択す る には、 ロー タ ーの回転 し始め る前ま たは後に、
3000 RPM ま たはそれ以下の速度を入力し ます。

5 ロー タ ーを取 り 付け ます。 

6 ド ア を閉じます。

ロー タ ーが設定速度ま で加速 し ます。

a. 2000 RPM 以外の ロ ー ド 速度を入力 し た場合は、-ド ア を閉 じ た後に運転速度を再
入力 し ます。.

Accel :  MAX                   Decel : MAX

Rotor :  JCF-Z
Speed : 0           RPM        =                x G
Time :   00:00
Temp :  25°C                              Max Temp : 29°C

JCF-ZSPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Accel :  MAX                   Decel : MAX

Rotor :  JCF-Z
Speed : 20 000    RPM        =                x G
Time :   00:45
Temp :  20°C                              Max Temp : 24°C

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

JA
JS
JLA
JV
JE
JCF-Z
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エル ト リ エーシ ョ ン運転のセ ッ ト ア ッ プ  2
7 運転を終了し ます。

 • 運転が完了する と  (運転時間が終了、設定 し た �2t の値に到達、あ る いは [STOP (

停止)] が押さ れた場合)、 ロー タ ーはデフォル ト のア ン ロ ー ド 速度であ る 
2000 RPM ま で減速 し始め ます。 

 • ロー タ ーが 2000 RPM に達し た ら 、必要に応じて、3000 RPM 以下の別のア ン ロ ー
ド 速度を入力する こ と も可能です。 

8 ド ア を開いて ロー タ ーを取 り 外 し ます。

危険

ロー タ ーを絶対に手で減速・停止 させないで く だ さ い。

9 [STOP (停止)] を押し て、 ロ ー タ ーを完全に停止 さ せます。

注 次のゾーナル運転を開始する前に、[RESET ( リ セ ッ ト )] キーを押す必要があ り ます。

エル ト リ エーシ ョ ン運転のセ ッ ト ア ッ プ

エル ト リ エーシ ョ ンに対応し た遠心分離機には、図 2.1で示すエル ト リ エーシ ョ ン コ ン
ト ロ ールが備え ら れ、コ ン ト ロ ールパネルの裏側にはエル ト リ エーシ ョ ン電源ボッ ク
ス が備え付け ら れてい ます。 ロ ー ターのセ ッ ト ア ッ プ と 操作手順については、JE-5.0 エ
ル ト リ エーシ ョ ン ロ ー タ ーマニュアル (JE5-IM) を参照し て く だ さ い。

図 2.1  エル ト リ エーシ ョ ン コ ン ト ロール

1 ロー タ ーを取 り 付け ます。

2 ロー タ ーマニュアルに従い、試料 と緩衡液の容器、お よびチューブを配置 し ます。

a.  チューブを ド アシールの左側のエル ト リ エーシ ョ ン ポー ト の穴に通 し ます。

DELAY

ELUTRIATOR

DELAY

ELUTRIATOR
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b. 遠心分離機の ド ア を閉じます。

3 [ROTOR (ローター)] を押し ます。

a. [JE] ソフ トキーを押し ます。

[Rotor: (ローター:] フ ィール ド に [JE-5.0] と表示さ れます。

4 残り の運転パラ メー ターを入力し ます。

5 [ENTER (エンター)] を押し てか ら  [START (開始)] を押し ます。

ロー タ ーが設定速度ま で加速 し ます。

6 ロー タ ーが設定速度に達し た ら 、ス ト ロ ーブ電源ス イ ッ チを押し て ス ト ローブコ
ン ト ロ ールをオンに し ます。

電源ス イ ッ チ イ ンジケー タ ーが点灯し ます。

7 ロー タ ーの速度が安定 し た ら 、遠心分離機の ド アのポー ト か ら覗き こ み、ロー タ ー
内のエル ト リ エーシ ョ ンチ ャ ンバーが ス ト ロ ーブの動き と同期す る ま で、
[DELAY (遅延)] ノブを回 し ます。 

 • (チ ャ ンバーが静止 し てい る よ う に見え ます。)

 • こ れで試料をチューブに注入す る準備が整い ます。 

1. ス ト ローブ電源ス
イ ッ チ

1. 遅延制御ノブ

Rotor :    JE-5.0
Speed :   0            RPM       =        0   x G
Time :     00:00
Temp :    25°C                              Max Temp : 29°C

JA
JS
JLA
JV
JE
JCF-ZAccel :   MAX                   Decel : 

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

ELUTRIATOR

DELAY

1

DELAY

ELUTRIATOR
1
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エル ト リ エーシ ョ ン運転のセ ッ ト ア ッ プ  2
 • 詳細な手順については、エル ト リ エーシ ョ ン ロ ー タ ーマニュアルを参照し て く
だ さ い。

注 運転が終了し、液体ラ イ ン と 電源ラ イ ン を分解し た ら、遠心分離機の ド アの左側にあ
るポー ト内の黒いゴム製のス ト ッ パーを取 り 外 し て くださ い。これらの開口部を密封し
ない と、FRS システムの正し い動作を妨げ、次回の運転時に、診断が中断するおそれが
あ り ます。
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第3章

ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ

は じ めに

本章では、起 こ り 得る故障お よ びその推定原因 と 是正処置について説明 し ます。 メ ン
テナン ス手順は、第4章, お手入れ と メ ン テナン ス に記載 さ れてい ます。本書に記載 さ
れていない問題が発生 し た場合は、ベ ッ ク マン・コ ール タ ー社の現場サービス窓口ま
でお問い合わせ く だ さ い。米国から のお問い合わせ先：1-800-742-2345米国外から は、
お住ま いの地域のベ ッ ク マ ン・ コール タ ー社事業所にお問い合わせ く だ さ い。ま たは、
www.beckmancoulter.com にア ク セ ス し て く だ さ い。

注 ベ ッ ク マン・コールタ ー社の現場サービス窓口に修理を依頼する前に、必ず装置および
ローター /ア ク セサリ の汚染除去を行って くださ い。

ユーザー メ ッ セージ

ユーザーメ ッ セージは、装置に関する情報の提供や異常が発生 し た場合の注意喚起と
し てセ ッ ト ア ッ プ画面に表示さ れます。 

 • 誤入力や特定の操作状況に よ り表示さ れたヘルプや情報メ ッ セージは、[CE] を押す
か、メ ッ セージの指示に し たがっ て消去し て く だ さ い。

 • 異常操作状況や装置故障に よ り診断メ ッ セージが表示さ れた場合、 ト ラブル
シューテ ィン グが必要 と な り ます。状況の原因と推奨措置については、表 3.1を参照
し て く だ さ い。推奨措置を行っ た後も問題が続く 場合は、ベ ッ ク マ ン・コール
ター社の現場サービ ス担当者ま でお問い合わせ く だ さ い (米国か ら のお問い合わせ
先：1-800-742-2345 / 米国外か ら は、お住ま いの地域のベ ッ ク マ ン・コール ター社事
業所にお問い合わせ く だ さ い)。問題の診断と解決のため、以下の項目を含む状況
に関する出来る限り多く の情報を現場サービ ス担当者にお伝え く だ さ い。

— 診断番号と メ ッ セージ

— 診断が必要な状況が発生 し た際の操作状況 (例えば、 ロー タ ーの使用状況、速
度、負荷の種類)

— 異常な環境 / 操作状況 (例えば、周囲温度や電圧変動)

注 表 3.1 で提供さ れている情報は、ガイ ド であ り 、総合的なチェ ッ ク リ ス ト ではあ り ませ
ん。
PN B10096AE    3-1



ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ユーザー メ ッ セージ  
表 3.1  診断メ ッ セージ表

診断 メ ッ セージ 問題 結果 推奨措置

P1/
電源異常、運転が
続行さ れま し た

一時的な電源異常：
ローター が完全に停
止し ていません

電源が復旧する と運転
が続行 されます

[CE] を押し て、メ ッ セージを消去し
て くださ い。

P2/
電源異常、運転が
再開さ れま し た

電源異常：ロー ター
が完全に停止し てい
ます

電源が復旧する と自動
的に運転が再開 されま
す

[CE] を押し て、メ ッ セージを消去し
て くださ い。

L2/
ド アのラ ッ チが掛
かっていません、
再度 ド ア を閉めて
くださ い

L5/
ド アのラ ッ チが掛
かっていません、
ベ ッ ク マン・コー
ルター社のサービ
ス窓口までお問い
合わせ くださ い

ド アがき ちん と閉め
られていない、また
はラ ッ チの部分に残
屑があるため しっか
り と ド アが閉まって
いないおそれがあ り
ます

L2 エ ラーメ ッ セージが
表示 されます。 ド ア を
繰り返し閉めなおし て
も問題が続 く と、メ ッ
セージが [L5 ド アの掛
ラ ッ チが掛かっ ていま
せん、ベ ッ ク マン・
コールター社のサービ
ス窓口までお問い合わ
せ く だ さ い]a に変わ り
ます。

ド ア ラ ベルにある手のイ ラ ス ト に合
わせて手を置き、再度 ド ア を しっか
り と閉めなおし て くださ い。( ド ア を
閉めた時に手の位置が 2 つのラ ッ チ
の中間 (前中央右側に対 し て約 45 度) 
に く るよ う に し て くださ い。)

乾いた リ ン ト フ リ ーク ロ ス (糸 くずが
でない布) で ラ ッ チの部分の汚れを丁
寧に落と し て くださ い。壊れやすい
電子部分に傷を付けないよ うご注意
くださ い。清掃後も L2 が継続 し て表
示 される場合は、ベ ッ ク マン・コー
ル ター社 の現場サービス窓口までお

問い合わせ くださ い。a

L3/
ド アに異常があ り
ます、マニ ュ アル
を参照し て くださ
い 

L9/
ド アに異常があ り
ます、マニ ュ アル
を参照し て くださ
い

運転終了前に フ ッ ト
ペダルが押されま し
た

ラ ッ チが正常に動作し
ていません

[CE] を押し て、再度運転を再開し て
くださ い。

この操作で問題が解決し ない場合は、
ベ ッ ク マン・コール ター社の現場
サービス窓口までお問い合わせ くだ

さ い。a

L4/
ド アに異常があ り
ます、マニ ュ アル
を参照し て くださ
い 

ローターの回転停止
後も ド アがロ ッ ク さ
れています。

試料が取 り出せません 遠心分離機を再起動し、簡易運転を実
行 し て くださ い。減速後も ド ア を 開
け られない場合は、ベ ッ ク マン・
コールタ ー社の現場サービス窓口ま

でお問い合わせ くださ い。a

C2/ 
ロータ ー過温度、
運転が提示さ れま
し た

ローター温度が、最
大温度設定を超えて
います

最大ブレーキで運転が
中断されます。

ベ ッ ク マン・コール ター社の現場
サービス窓口までお問い合わせ くだ

さ い。a

C3/ 
温度が制御さ れて
いません、マニ ュ
アルを参照し て く
ださ い

冷却システム故障 最大ブレーキで運転が
中断されます。

 • エア フ ィ ルターを点検し、汚れて
いる場合は交換し て くださ い (第4
章, お手入れと メ ン テナン ス 参照
)。

 • ベ ッ ク マン・コール ター社の現場
サービス窓口までお問い合わせ く

ださ い。a
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ユーザー メ ッ セージ  3
D1 と  D9 ボー ド または駆動シ
ステムの不具合を表
示する上でのタ コ
メーターボー ド から
の信号に問題があ り
ます。回転中のロー
ターへのア ク セス を
防止するための ド ア
のロ ッ ク アウ ト 時間
が不十分の可能性が
あ り ます。

不具合の直後、ロー
ターがまだ回転 し てい
るに もかかわらず「0 
RPM 」と不正表示され
ます。

ベ ッ ク マン･コール ター社の現場サー
ビス窓口までご連絡 くださ いa。 ド ア
を開けよ う と する前に必ず4時間待っ
て くださ い。

D1–5/
駆動部異常、ベ ッ
ク マン・コール
ター社の現場サー
ビス窓口までお問
い合わせ くださ い。

駆動部システムの問
題 (例えば、過電流、
過電圧、不足電圧、
過温度のコ ンポーネ
ン ト )

通常ブレーキな し で運
転が停止し ます。最大 
1 時間 ド アのロ ッ ク を
解除で き ない場合があ
り ます。

ベ ッ ク マン・コール ター社の現場
サービス窓口までお問い合わせ くだ

さ い。a ド ア を開ける前に、チャンバー
内から音 (回転ロー タの音).がし ない
か注意 し て確認し て くださ い。後述
の電力異常時にロー ターにア ク セス
する方法に記載 されている指示に
従って くださ い。

F1、 F4、F5/
FRSb のエ ラーが発
生し た場合は、マ
ニ ュ アルを参照し
て くださ い。

摩擦減少システム 
(FRS) レベルに達し な
いことが要求されま
す 。 

最大ブレーキで運転が
中断されます。

 • 密閉部と ド アガスケッ ト を点検、
清掃し て くださ い。

 • 凍結し ている部分や余分な水滴や
蒸気を チャンバーから拭き取 り ま
す。

 • 密閉部と ド アガスケッ ト を点検、
清掃し て くださ い。

F2/
摩擦減少システム 
(FRS) に異常があ り
ます、マニ ュ アル
を参照し て くださ
い

摩擦減少システム 
(FRS) のレベルが高す
ぎます

運転は続行 し ます [CE] を押し ます。再度 F2 メ ッ セージ
が表示 さ れる場合は、 Fl エ ラーと同様
の措置を行って くださ い。

F3/ 
摩擦減少システム 
(FRS) に異常があ り
ます、マニ ュ アル
を参照し て くださ
い

摩擦減少システム 
(FRS) のレベルが高す
ぎます

最大ブレーキで運転が
中断されます。

ベ ッ ク マン・コール ター社の現場
サービス窓口までお問い合わせ くだ

さ い。a

S1/
システムエ ラー

システム制御ソフ ト
ウェア、EPROM、ま
たは RAM に問題があ
り ます。

システムがシャ ッ ト ダ
ウン し ます

ベ ッ ク マン・コール ター社の現場
サービス窓口までお問い合わせ くだ

さ い。a

表 3.1  診断メ ッ セージ表 (Continued)

診断 メ ッ セージ 問題 結果 推奨措置
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ユーザー メ ッ セージ  
H4/
速度エ ラー

 • 運転が進行中です 
(一定速度または
加速)

 • [STOP (停止) ] キー
ではな く 、[SPEED 
(速度)]、[0]、
[ENTER (入力)] を
押 し て、速度が 0 
RPM (毎分 0 回転) 
に変更し ています

 • また、[SPEED (速
度)] を押し、新し
い速度を入力し、
[ENTER (エ ン タ ー
)] を押し、加速し
よ う と し ていま
す。

遠心分離機は加速せ
ず、H4 診断が発生し
ます。

([SPEED (速度)] を押 し、
新し い速度を入力後、
[ENTER (エ ン タ ー )] を
押す と、運転中に速度
変更で き ます。ただし 
0 には設定で き ません。
)

[STOP (停止)] を押 し ([START (開始)]
キーの緑のラ イ ト が消えます)、[CE] 
を押 し て診断を消去し て くださ い。
新 し い速度を設定 し、[ENTER (エン
タ ー )]、[START (開始)] を押 し て新た
に運転を開始 し ます。

I1/
不均衡エ ラー

ローターの負荷が大
幅に不均衡です

最大ブレーキで運転が
中断されます。

 • チ ューブまたはボ ト ルがローター
内に対称的に取 り 付け られている
こと を確認し て くださ い。

 • 水平ローターの場合は、ローター
のマニ ュ アル記載の指示に従っ
て、バケッ ト に潤滑剤を差し て く
ださ い。バケッ ト が水平位置に到
達する と不均衡につなが り ます
が、無潤滑枢動ピンにより 、これ
を防ぐことがで き ます。

— 低音運転中 (–10°C 前
後)、 ド ア開口部の周
り が凍結し ます

運転終了時に ド ア を開
く ことがで き ません

ド ア開口部の周り を数箇所強 く 押 し、
再度フ ッ トペダルを踏んで くださ い。

凍結を最小限に抑えるため、毎回運
転前にチャンバー、チャンバーガス
ケッ ト 、内部ド ア表面の水滴や蒸気
を拭き とって くださ い。可能な限り
ド アは閉めたままに し て くださ い。

a. 米国からのお問い合わせ先：1-800-742-2345 米国外からは、お住まいの地域のベ ッ ク マ ン・コールター社事業所にお問い合わ
せ く だ さ い。または、www.beckmancoulter.com にア ク セス し て く だ さ い。

b. 摩擦減少システム

表 3.1  診断メ ッ セージ表 (Continued)

診断 メ ッ セージ 問題 結果 推奨措置
PN B10096AE    3-4



ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
電力異常時にローターにア ク セスする方法  3
電力異常時にロータ ーにア ク セスする方法

警告

パネルの取 り外し が必要なメンテナン スは、感電やけがの リ ス ク を伴いま
す。このため、電源ス イ ッチをオフ  (O) に し 、本遠心分離機の主電源プラグ
をコンセン トから抜いて く だ さ い。パネルの取 り外し が必要なメンテナン ス
については、資格のある担当者までお問い合わせ く だ さ い。

警告

本手順の実行前に、チャンバーから音が し ないか注意 し て確認 し 、ロータ ー
が回転し ていない こ と を確認 し て く だ さ い。装置から音が し ない場合のみ次
の手順へ進んで く だ さ い。ロー タ ー回転中に ド アのイ ン タ ーロックシステム
を絶対に無効に し ないで く だ さ い。

施設が一時的に停電 し た場合、電源が復旧す る と 遠心分離機は運転を再開し ます。
ロー タ ーは設定速度に戻り ます。万が一停電が長引いた場合、ド ア ロ ッ ク 機構を手動
で無効に し て ロー タ ーを取 り 外 し 、試料を取 り 出す必要があ る こ と があ り ます。

ド ア ロ ッ ク 機構にア ク セ スする には、装置のフ ロ ン トパネルを取 り 外す必要があ り ま
す。フ ロ ン トパネルは 2 つの ラ ッ チで所定の位置に固定 さ れてい ます。 ラ ッ チは、パ
ネル右上 と左側にあ る 2 つの穴か ら ア ク セ ス できます (図 3.1 参照)。 

図 3.1  緊急ド アロ ッ ク解除ラ ッ チへのア ク セス方法
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
電力異常時にローターにア ク セスする方法  
1 電源ス イ ッ チを オ フ (O) に し 、主電源プ ラ グ を コ ンセ ン ト か ら抜いて電源コ ー ド を

外 し て く だ さ い。

 • 主電源プ ラ グは電源遮断デバ イ ス のため、必ず簡単に利用できる状態に し て く
だ さ い。

— 主電源プ ラ グ を コ ンセ ン ト か ら簡単に抜け る よ う に遠心分離機の位置を調
節し て く だ さ い。

2 4mm ま たは 5/32 イ ンチの六角アレンレンチをいずれかの穴に ま っすぐ差し込み、
ラ ッ チが外れ る ま で左 (反時計回 り ) に回 し て く だ さ い。

3 手順 2 を繰り返し 、六角アレンレンチをも う 一方の穴に差し込みます。

 • 2 つめの ラ ッ チが外れ る と 、上部か ら フ ロ ン トパネルが約 1 イ ンチ前に倒れま
す。 

 • フ ロ ン トパネルの底部は、3 つの溝付きブラケッ ト で所定の位置に固定 さ れて
い ます。溝付きブラケッ ト は、フ ロ ン トパネルに取 り 付け ら れてお り 、遠心分
離機の底部パネルにあ る金属性の固定ス ト リ ッ プに据え付け ら れてい ます。

4 フ ロ ン トパネルを持ち上げ、遠心分離機か ら 外 し 、脇に置いて く だ さ い。

 • 遠心分離機の上部か ら 上半分を覆 う 内部フ ロ ン トパネルが確認できます (図 3.2 
参照)。 

 • こ の内部パネルの下に、手動 ド ア ロ ッ ク解除連動レバー (黒) があ り ます (図 3.2 
参照)。

5 連動レバーを左に (約 45 度の角度に) 引き出 し 、引き出 し た ま ま の状態で、フ ッ ト
ペダルを踏んで く だ さ い。

停電時のチ ャ ンバー内の真空レベルに よ っ て、 ド アが開いた り 、開かなかっ た り
する こ と があ り ます。 

a. ド アが開く 場合は、手順 6 に進んで く だ さ い。 

b. ド アが開かない場合は、手動で空気を送り込み真空状態を解除する必要があ り
ます。手順 7 に進んで く だ さ い。

6 ド アが開いた ら 、まずフ ッ トペダルを、次に連動レバーを解除し ます。

試料を取 り 出す こ と ができます。 

a. 手順 10 に進んで く だ さ い。
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電力異常時にローターにア ク セスする方法  3
図 3.2  手動ド アロ ッ ク解除

7 チ ャ ンバー内に空気を送り込み真空状態を解除する には、ゴム製のホース (赤) を
握っ てポ ンプの接続金具か ら 外れ る ま で上に引っ張っ て く だ さ い (図 3.3 参照)。 

a. 引っ張る際は前進後退の動きを使っ て く だ さ い。かな り の力が必要 と な り ま
す。

ホース が取 り 外 さ れ る と 数分で完全に真空状態が解除さ れます。

注 ホース (赤) には、数種類のチ ューブがつなげられています。 ホース を握る際は、チ ュー
ブの上から つかむよ う に し て くださ い。引っ張る際にすべてのチ ューブがホースにつ
ながった状態と なるよ う に し て くださ い。

1. 内部フ ロ ン ト  パネル

2. 固定ス ト リ ッ プ

3. 手動ド ア ロ ッ ク解除連
動レバー

1

2

3
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注意

ホースを引っ張る際は、左側 (反時計回 り ) にホース をねじ ら ないよ う に し て
く だ さ い。も し く は、ホース接続金具を取 り外し て く だ さ い。

図 3.3  空気を送り込みチャンバー内の真空状態を解除する方法

8 押し こ め る と ころま で接続金具の上ま でホース を押し込み、元の位置に戻し ます。

9 連動レバーを左に引き出 し 、引き出 し た ま ま の状態で、フ ッ トペダルを踏みます。

10 試料を取 り 出 し ます。

1. 真空ポン プ

2. ホース (赤) を握り引っ張り ます (ホース (赤
) につなげられている チ ューブを取 り 外さ
ないで くださ い。)

3. 接続部品から取 り 外 された
ホース (赤)

4. ホース (赤) を元の位置に戻し
ます

1

2A

3

B

4

C
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
JCF-Z ローター認識  3
危険

ロー タ ーを絶対に手で減速・停止 させないで く だ さ い。

遠心分離機のパネルを元に戻す方法

1 パネル上部を (装置 ラ ベルが外側を向く よ う に) 持ち、3 つの溝付きブラケッ ト を フ
ロ ン トパネル固定ス ト リ ッ プ上にあ る ド ア底部の内側に挿入 し ます (図 3.4 参照)。 

a. フ ロ ン トパネルの上部を所定の位置に押し 入れます。

図 3.4  フ ロ ン ト パネル固定ス ト リ ッ プ

2 左上端を適切な位置で支え、六角アレンレンチを穴に差し込みます。 

a. ラ ッ チがは ま る ま で右 (時計回 り ) に回 し ます。

3 右側で手順 2 を繰り返し ます。

2 つめの ラ ッ チをはめ ます。

JCF-Z ロー タ ー認識

本 ロ ー ター認識シ ス テ ムは、2 つの特定の状況下で、JCF-Z 連続フ ロ ー /ゾーナル ロー
ターを誤認する こ と があ り ます。遠心分離機の ド アが閉じてい る状態で [ROTOR 

(ローター)] ディ ス プレイ に JCF-Z 以外の ロ ー ター名が表示さ れた場合、誤認が発生 し ま

1. 固定ス ト リ ッ プ

 
1
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JCF-Z ローター認識  
す。 ロ ー タ ーが誤認 さ れた場合、運転を停止 し 、以下のいずれかの手順に従っ て く だ
さ い。

注 ベ ッ ク マン・コールタ ー社の工場にお使いの JCF-Z ロー ターをご返却 くださ い。工場でロー
タ ー本体に磁石を取 り 付けます。これにより誤認を防ぐことがで き ます。磁石により 、正
確な認識を確実に行 う ことがで き ます。詳細は、お住まいの地域のベ ッ ク マン・コール
タ ー社の現場サービス担当者* までお問い合わせ くださ い。

1997 年 3 月以降に製造さ れた JCF-Z ローターには、磁石が搭載 されています。

1 新 し い JCF-Z ロ ー タ ーま たはベア リ ン グ を新 し い も の と交換し た旧型の JCF-Z ロー
ターを使 う場合、最初の数回は、ロ ー タ ーを 0 ～ 5000 RPM (毎分 0 ～ 5000 回転) で運
転 さ せ、3 回 0 RPM (毎分 0 回転) に戻し て く だ さ い。 

こ れを行 う こ と に よ り 、回転シールア ッ セ ンブ リ のベア リ ン グ周り の潤滑性が向
上 し 、抵抗が軽減 さ れます。

2 ベア リ ン グ を交換し ていない旧型の JCF-Z ロー タ ーの場合、新 し い JCF-Z ロ ー タ ー と
同様の手順 ( ロー タ ーを 0 ～ 5000RPM (毎分 0 ～ 5000 回転) で運転 さ せ、3 回 0 RPM (毎
分 0 回転) に戻す ) を行い、ベア リ ン グ を適切に潤滑さ せて く だ さ い。 

ベア リ ン グが潤滑さ れてい る状態で 3 回目の運転後に誤認が再発 し た場合、ベア リ
ン グが磨耗し てい る ため、交換が必要 と な り ます。

a.  JCF-Z マニュアル(JCFZ-IM) に記載の指示に従っ て、ベア リ ン グ を交換 し て く だ さ
い。

注 JCF-Z ローターが誤認さ れた場合、運転速度が誤認 されたロー ターの最大速度に制限されま
す。(JCF-Z ローターの最大速度は 20,000  (毎分 20,000 回転) です)

* 米国からのお問い合わせ先：1-800-742-2345 米国外からは、お住まいの地域のベ ッ ク マ ン・コールター
社事業所にお問い合わせ く だ さ い。または、www.beckmancoulter.com にア ク セス し て く だ さ い。
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第4章

お手入れ と メ ン テナン ス

は じ めに

本章では、日常のお手入れ と 定期メ ン テナン ス手順、必要に応じ て行う メ ン テナン ス
手順について説明 し ます。本マニ ュ アルに記載 さ れていない メ ン テナン ス に関 し ては、
ベ ッ ク マ ン・コール ター社の現場サービス担当者ま でお問い合わせ く だ さ い。* ロー
ターお よびア ク セサ リ のお手入れに関 し ては、お使いの ロ ー ターのマニ ュ アルお よ び
『J シ リ ーズ遠心分離機専用 ロ ー タ ーお よ びチ ュ ーブ』(JR-IM 版)を参照 し て く だ さ い。

注 ベ ッ ク マン・コールタ ー社の現場サービス担当者に修理を依頼する前に、必ず装置および
ローター /ア ク セサリ の汚染除去を行って くださ い。

警告

カバーの取 り外し が必要なメンテナン スまたは修理を行う場合、部品が露出
する こ と があ り ます。部品の露出は、感電やけがのリスクを伴います。電源

スイ ッチがオフ  (O) になっている こ と と 本遠心分離機の主電源プラグがコン
セン トにつながっていないこ と を確認して ください。部品の露出を伴う修理
については、資格のある担当者までお問い合わせ く ださい。

警告

運転中の遠心分離機の近 く でアルコールまたはその他の可燃性物質を使用し
ないで ください。

メ ン テナンス

遠心分離機の性能を保ち、長く お使いいただ く ため、定期的に以下の手順を行っ て く
だ さ い。

1 試料、埃、破損し た採血管の破片が遠心分離機のチャンバーに蓄積し ていないか
点検し て く だ さ い。 

a. 必要に応じて洗浄し て く だ さ い (以下洗浄参照)。

2 バ ッ クパネルのエアフ ィル ターに目詰ま り がないか点検し て く だ さ い。 

a. ベン ト の障害物を取 り除き、清潔に保っ て く だ さ い。 

* 米国からのお問い合わせ先：1-800-742-2345 米国外からは、お住まいの地域のベ ッ ク マ ン・コールター
社事業所にお問い合わせ く だ さ い。または、www.beckmancoulter.com にア ク セス し て く だ さ い。
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メ ン テナン ス  
3 チャンバーの凍結を防ぐため、運転毎にチャンバー外側についた結露を ス ポ ンジ
ま たは清潔な布で拭き取っ て く だ さ い。

4 チャンバーが凍結し た場合、シ ス テ ム を解凍し 、使用前にチャンバー外側の水滴
を拭き取っ て く だ さ い。 

a. シ ス テ ム を解凍す る には、温度を 20 分間 30°C に設定 し ます。 

(これは推奨設定です。実験室の条件に合わせて調節し て く だ さ い。)

注 メーカー推奨の洗浄方法または汚染除去方法を使用する前に、検討している方法により 装
置が故障することがないか必ずメーカーにお問い合わせ ください。

洗浄

1 遠心分離機を頻繁に洗浄し て く だ さ い。 

a. コン ポーネ ン ト表面の乾燥による腐食ま たは汚染物質の発生を防ぐため、液体
がこぼれた場合は必ず洗浄し て く だ さ い。

2 試料、埃、破損し た採血管の破片の蓄積を防ぐため、チャンバーを布ま たはペー
パー タオルで頻繁に拭き、清潔かつ乾いた状態に保っ て く だ さ い。 

a. 徹底的な洗浄を行 う場合は、水で 10 倍に希釈し たベ ッ クマン洗浄液 555 な ど、
中性洗剤を使用 し てチャンバーを洗浄し て く だ さ い。 

b. 十分水で洗い流し 、 し っか り乾かし て く だ さ い。

3 遠心分離機の外側は、水で 10 倍に希釈し た洗浄液 555 で湿らせた布で清掃し て く
だ さ い。 

a. アセ ト ンは使用 し ないで く だ さ い。

4 洗浄液 555 (水で 10 倍に希釈) と柔らかいブラシで駆動ハブを定期的に洗浄し て く だ
さ い。 

a. 十分水で洗い流し 、 し っか り乾かし て く だ さ い。

採血管の破損

1 ガラス製の採血管が破損し 、すべての破片が水平ロー ターに入 ら なかっ た場合、
チャンバーを徹底的に洗浄し て く だ さ い。
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メ ン テナンス  4
警告

チャンバーとチャンバーガスケッ トを点検、洗浄する際は、ガラスの破片が
表面に埋まっている こ と があるのでご注意 く ださい。

2 チャンバーガスケッ ト を点検し 、ガラス の破片が残っ ていないこ とを確認 し て く
だ さ い。 

a. 残っ てい る破片はすべて慎重に取 り除いて く だ さ い。

3 チャンバー内に残っ てい る破片はすべて慎重に拭き取っ て く だ さ い。

汚染除去

装置/アクセサ リ が放射性ま たは病原性の溶液で汚染さ れた場合、適切な安全措置およ
び汚染除去手順をすべて実施し て く だ さ い。『耐化学性』(IN-175 版) を参照し 、実施す
る汚染除去法によ り 装置が故障する こ とがないか確認 し て く だ さ い。

滅菌/消毒

遠心分離機の外面の清掃にエタ ノール (70%) を使用す る こ とができます。遠心分離機と
アクセサ リ の材質の耐化学性に関し ては、『耐化学性』(IN-175 版) を参照し て く だ さ
い。本遠心分離機のプラス チ ッ ク表面については、耐化学性に関する表の PET 覧を、塗
装金属面については、ポ リ ウレタ ン ト塗料の覧を参照し て く だ さ い。

注意

エタ ノールは燃焼性の危険である。 それまたは近い操作の遠心分離機を使用
してはいけない。

ベ ッ クマン・コール ター社の実施し た エタ ノール (70%) を用いた試験によ り 、遠心分
離機が故障 し ないこ とが明らかとな っ てい ますが、滅菌ま たは消毒の保証については
明示、黙示さ れてい ません。滅菌ま たは消毒が懸念さ れ る 場合は、使用すべき適切な
方法に関し て研究所の安全管理者の指示を仰いで く だ さ い。

エア フ ィ ル タ ーの交換

1 エアフ ィル タ ーは定期的に点検し 、約 1 年に 1 度を目安に交換し て く だ さ い。汚れ
がひどい場合には、都度交換し て く だ さ い。 

エアフ ィル タ ーは遠心分離機に固定 さ れていないため、取 り 外 し/取 り 付けに工具
は不要です。
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ブ レーカーと ヒ ューズ  
2 エアフ ィル タ ーを取 り 外す場合は、側端を持ち、フ ィル タ ーの底部端が遠心分離
機の底部にある固定ス ト リ ップの上に く る ま で垂直に持ち上げます。 

a. まず底部端を取 り 外 し 、フ ィル タ ーを引っ張り出し 、廃棄し て く だ さ い。

3 新し いフ ィル ター (885218) の取 り 付け

a. フ ィル ターのいずれかの端に方向を示す矢印が記載 さ れてい ます。この矢印が
遠心分離機に向く よ うにフ ィル タ ーを取 り 付けます。 

b. フ ィル ターの側端を持ち、上半分を フレームの端の後ろ側に挿入 し 、下半分が
固定ス ト リ ップを通過す る ま で持ち上げます。 

c. 次に底部端をセッ ト し ます。

ブ レーカーと ヒ ューズ

Avanti J-26S XPI 遠心分離機にお客様が交換できる ヒ ューズがあ り ません。

何らかの理由で、遠心分離機のブレーカーが落ちた場合は、電源スイ ッ チが「OFF (オ
フ)」 (O) の位置に変わ り ます。 

1 電源スイ ッ チを「ON (オン)」 (I) の位置に戻し 、ブレーカーを リセッ ト し て く だ さ い。 

a. リセッ ト後すぐにブレーカーが落ちた場合は、再度 リセッ ト し ないで く だ さ い。 

ベ ッ クマン・コール ター社の現場サービ ス担当者ま でご連絡く だ さ い。* 

1. フ レームの端

2. エアフ ィルター

3. 固定スト リ ップ

4. フ レームの端

4

3

2

1
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お手入れと メ ン テナン ス
保管 / 輸送  4
注意

遠心分離機のブレーカーを繰り返し リセッ トする と 、電気コンポーネン トや
電子コンポーネン トに重大な損害を与えるおそれがあ り ます。

保管/輸送

保管

遠心分離機の故障を防ぐため、装置を輸送ま たは長期保管する際は、具体的な手順や
輸送・保管準備のサポー ト について、ベ ッ クマン・コール タ ー社の現場サービ ス担当
者*ま でお問い合わせく だ さ い。必ず「仕様」（第1章）に記載 さ れてい る環境要求事項
に合っ た温度/湿度条件で装置を保管し て く だ さ い。。

遠心分離機の返却

何らかの理由で遠心分離機ま たはアクセサ リ を返却する場合は、必ずベ ッ クマン・
コール ター社よ り事前に返却許可を得て く だ さ い。梱包・配送に必要な フォーム と手
順をご提供いた し ますので、お住ま いの地域のベ ッ クマン・コール タ ー社事業所*ま で
お問い合わせく だ さ い。

当社担当者への被害を防ぐため、すべての部品に病原体や放射線が付着し ていないこ
とを確認 し て く だ さ い。部品返却前に、滅菌および消毒を必ず行っ て く だ さ い。

必ずすべての部品に メモを付けて く だ さ い。 メモは、箱ま たは袋の外側に目立つよ う
に付けて く だ さ い。ま た、 メモには、部品の取扱いが安全であ り 、病原体や放射線で
汚染さ れていないこ と を明記し て く だ さ い。 メモのない返却品は、報告された問題を
確認するこ とな く、お客様に返却するか、廃棄させていただきます。

付属品 リ ス ト

部品、付属品、各種文書のご注文に関する情報は、ベ ッ クマン・コール ター社の営業
担当者* ま でお問い合わせく だ さ い。ま たは www.beckmancoulter.com にアクセス し て く
だ さ い。『高性能、高速、大容量ロー ター、チューブ & アクセサ リ カタログ』 (BR-8102：
www.beckmancoulter.com よ り 入手可能) を参照し て く だ さ い。以下の リ ス ト は、遠心分
離機の付属品の一部を ま とめたものです。必要に応じてご活用 く だ さ い。

ロー タ ーに必要な器具や付属品に関し ては、お使いのロー タ ーのマニュアルを参照し
て く だ さ い。

* 米国からのお問い合わせ先：1-800-742-2345 米国外からは、お住まいの地域のベ ッ ク マ ン・コールター
社事業所にお問い合わせ く だ さ い。または、www.beckmancoulter.com にア ク セス し て く だ さ い。

* 米国からのお問い合わせ先：1-800-742-2345 米国外からは、お住まいの地域のベ ッ ク マ ン・コールター
社事業所にお問い合わせ く だ さ い。または、www.beckmancoulter.com にア ク セス し て く だ さ い。
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お手入れと メ ン テナンス
付属品 リ ス ト   
交換部品/付属品

注 製品安全データーシートの情報に関しては、ベックマン・コールター社のウェブサイ ト  
(www.beckmancoulter.com ) にアクセスして ください。

部品概要 部品番号

エアフ ィルター 885218

洗浄液 555 (1 qt) 339555

Zonal Bracket Kit for Cole-Parmer (サイズ 16 チューブ) 用 Zonal Bracket Kit 

(外径 6.4-mm [1/4-in.] )
Zonal Bracket (1 個)
蝶ねじ、ステンレス製、M4 (ねじ呼び径) x 19 mm (2本) 蝶ねじ、ス
テンレス製、M4 (ねじ呼び径) x 12 mm (2本) ケーブルクランプ、ナイ
ロン製、6.4+mm (1/4-in.) 内径 (10個)

366431
366430
893412
893411
000499

Cole-Parmer サイズ 14 チューブ用 Zonal Tubing Adapter

(4.8-mm [3/16-in.] (外径)
注記：キッ ト  366431 も必要です。

Tubing Adapter、ステンレス製、サイズ14 チューブ用 (2 個)

ケーブルクランプ、ナイロン製、4.8-mm (3/16-in.) 内径 (10 個)

363844

363830
003343

Cole-Parmer サイズ 15 チューブ用 Zonal Tubing Adapter

(9.6-mm [3/8-in.] 外径)
注記：キッ ト  366431 も必要です。

Tubing Adapter、ステンレス製、サイズ15 チューブ用 (2 個)

ケーブルクランプ、ナイロン製、9.6-mm (3/8-in.) 内径 (10 個)

363845

363831
000596

エルト リエーシ ョ ン・アップグレードキッ ト 366562
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付録A

設置前の条件

設置前の条件

本装置をお客様自身で設置を試みないで く だ さ い。本装置の購入価格には、ベッ クマ
ン・コールター社の担当者に よ る設置が含まれてい ます。ベッ クマン・コールター社
の認定担当者以外の者が本装置を設置 し た場合、装置の保証はすべて無効と な り ます。

設置前の条件は、装置発送前にお送り し てい ます。下記の情報は、遠心分離機を移動
し なければな ら ない場合に備えて提供さ れてい ます。

遠心分離機は、購入後に電力および施設準備の要件が満た さ れ次第、ベ ッ クマン・コー
ル タ ー社の現場サービ ス担当者が設置 し ます。設置前に次の装置が必要とな り ます。

 • 電圧計

 • 単相遠心分離機：30アンペアのブレーカー (2)

 • 三相遠心分離機：16アンペアのブレーカー (3)

 • 電源コンセン ト  (図 A.1 ま たは 図 A.2を参照)

 • 固定ボル ト を取 り 付ける ために床に穴を開ける ためのド リ ル (本セク シ ョ ンの遠心
分離機の床への固定を参照)。コン ク リ ー ト の床の場合、9.5 ミ リ  (3/8インチ) のド リ

ルが必要。木製の床の場合、6.4 ミ リ  (1/4インチ) のド リ ルが必要。

電力要件

不安定な負荷、スパイ ク 、ま たは電磁妨害が発生し ないものと し て知ら れてい る電源
の主電力線変圧器から直接、遠心分離機に電力が供給さ れ るよ うに し て く だ さ い。遠
心分離機の電気回路を守る ため、配電盤に定格の熱動式ブレーカーが使用 さ れてい る
こ とを確認 し て く だ さ い。指定 し たブレーカーの代わ り にヒ ューズを使用 し なければ
な ら ない場合は、定格 30 アンペア以上 (単相) ま たは 16 アンペア以上 (三相) のヒ ューズ
が必要にな る場合があ り ます。

整合規格の電源コードの開放端を、使用国の電力規格に適合 し た単相ま たは三相コネ
ク タ ーで終端処理し て く だ さ い (表 A.2を参照)。1 回路あた り 、1 台の遠心分離機のみ設
置 し て く だ さ い。
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設置前の条件
設置前の条件  
最大限の安全性を確保す る ため、遠心分離機を緊急用 リモー ト スイ ッ チに配線するよ
うに し て く だ さ い (遠心分離機が設置 さ れ る部屋の外、ま たは部屋の出口の近く が望ま
し い)。故障時には、主電源プラグをコンセン トから抜く こ とで、遠心分離機への電源
を切断できます。

警告

感電のリスクを軽減するため、本装置は、3 線または 5 線式電気コード と接
地用プラグを使用しています。安全のため、使用するコンセン トが適切に配
線、接地-されている こ と を確認して ください。

装置のご購入前に、電源構成を確定 し て う えで適切な装置を注文し て く だ さ い。 

単相/三相電源接続

図 A.1 は、接地線、2 本の電力 リ ード線、および 30 アンペアのブレーカーで構成さ れ る
単相遠心分離機の電力接続を示し てい ます。図 A.2 は、接地線、3 本の電力 リ ード線、
最小 16 アンペアのブレーカー、および一般的な中性線接続で構成さ れ る三相遠心分離
機の電力接続を示し てい ます。表 A.2 は、結線情報を記載 し てい ます。

表 A.1  Avanti J-26S XPI の定格電源電圧 (公称)

装置定格電圧 (公称) 装置部品番
号

装置部品番
号 (エル ト
リ エーシ ョ
ン システム)

電源周波数 (公
称)

電源コー ドおよびプラグ

単相、200/208/240 V B14538 B14544 180–264 V、
50/60 Hz、30 A

取り外し不可の UL/CSA 認
定 3 線式コード と NEMA 
6-30P プラグ

単相、230 V B14539 B14545 180–264 V、
50 Hz、30 A

取り外し不可のCENELEC 
規格準拠の 3 線式コード  
(プラグなし )

三相、220/380 V + 中

性線a

a. 不均衡三相。内部で単相運転に分割。

B14540 B14546 313–457 V + 中
性線、50 Hz、
16 A

取り外し不可の CENELEC 
規格準拠の 5 線式コード
(プラグなし )
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設置前の条件
設置前の条件  A
図 A.1  単相電力要件

図 A.2  三相「Y」電力要件

1. 30アンペアのブレーカー

2. 壁コンセン ト：Hubell 9930、
Bryant 96-30-FR、または同等
品 (NEMA 6-30 R)

3. 接地線

4. 測定線間電圧

1. 16アンペアのブレーカー

2. 中性線

3. 測定線間電圧

4. 接地線

表 A.2  必要な結線

電線絶縁色 端子 記号

整合 北米

緑/黄 接地線

ライ トブルー 中性線 N L

茶 活線 L L

黒 (三相接続のみ) 活線 (2 本) L —

1

1

4

3

2

1

1

1

2
3

4
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設置前の条件
設置前の条件  
三相電源接続の追加要件

遠心分離機への三相配電には、図 A.3で示す「Y」結線を使用 し て く だ さ い。 ま た、次の

情報にも留意し て く だ さ い。

 • 遠心分離機の定常電流の引き込みは、電圧によっ ては、各層最大 12 アンペアに上
り ます。

 • 冷却開始時の遠心分離機への突入電流は、最長 2 秒間で 100 アンペアにな り ます。
ブレーカーは、熱動式や電磁式を問わず、「電動機始動」の遅延型でなければな り
ません。

 • 遠心分離機が、始動時に耐えら れ る低圧線の電圧降下は 15 ボル ト です (電圧の許容
範囲については、図 A.3 を参照)。この状況に耐えら れ るよ うにする には、遠心分離
機の主電源の電線が十分なサイズ規格である 必要があ り ます。特定の現場で必要
と さ れ る電線のサイズ規格は、各現場の施設技術者が決定する ものと し ます。

図 A.3  正しい/間違った三相結線

設置面積および場所の要件

1 本装置を汚れていない水平な床に設置 し て く だ さ い。 

 • 主電源プラグは電源遮断デバイス のため、必ず簡単に利用できる状態に し て く
だ さ い。

 • 主電源プラグをコンセン トから簡単に抜けるよ うに遠心分離機の位置を調節し
て く だ さ い。

2 本装置を熱源とな る実験装置の近く に設置 し ないで く だ さ い。 

周囲温度が 38°C (100°F) を超える と、部品の早期故障につなが るおそれがあ り ます。

3 遠心分離機の設置スペース に加え、空気の循環を確保する ために、遠心分離機の
両側面に 7.7-cm (3-インチ) の隙間、そし て背面に 16-cm (6.25-インチ) の隙間を空ける
よ うに し て く だ さ い。

1. 正しい結線「Y」

2. 間違った結線「デルタ」

3. 接地

4. 共通回路 (中性線)

180–264

312–456

1 2

3

4
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設置前の条件
設置前の条件  A
遠心分離機の運転時に発生する蒸気に関する地域の要件に従うため、遠心分離機
に十分な換気が必要です。

4 図 A.4で示すエアダイバー タ が遠心分離機の背面の壁に接触す るよ うに遠心分離機
を配置 し て く だ さ い。

a.  電源コードをエアダイバー タ の片側に配線し ます。 

b. 遠心分離機の設置ま たは移動時に電源コードに損傷を与えないよ うにする た
め、遠心分離機を壁に向けて押し こむ前に電源コードが邪魔にな ら ないよ うに
どかし ます。

警告

可燃性の試薬や液体の近 く に遠心分離機を設置しないで ください。これらの
物質からの蒸気が、装置のエア システムに混入し、発火するおそれがあ り
ます。

遠心分離機の床への固定

Avanti J-26S シ リ ーズの遠心分離機は、欧州連合 CE マー ク の基準に適合 し てい ます。こ
れ ら の基準を満たすため、遠心分離機に付属する固定ハード ウェアを使用 し て、同装
置を床に固定する 必要があ り ます。ロー ターに不具合が発生し た場合に、遠心分離機
が動かないよ うに し ます。

固定キッ ト の取付説明書はハード ウェアに付属し てお り 、遠心分離機と共に出荷さ れ
ます。説明書 (B10122 版) には、床に穴を開ける ための原寸大テ ンプレー ト が付いてい
ます。追加の取 り 付け手順については、本文書を参照し て く だ さ い。

注 ベックマン・コールター社の担当者は、床に穴を開ける作業は行なっておりません。設置
予定日前に穴を開けてお く よ う に ください。

バイオセーフ テ ィ レベル 3 (BSL-3) での設置

BSL-3 実験室な ど のエポキシ樹脂床を使用 し た研究施設向けに、非侵襲性の取 り 付け
キッ ト  (PN 393316) も用意し てい ます。このキッ ト は、粘着性の取 り 付けプレー ト で構
成さ れ、エポキシ樹脂床用と し てのみ CSA 認証を受けてい ます。

ビニル床用の遠心分離機の非侵襲的固定システム

ビニル製の床タイルやシームレス フロアを使用 し た研究施設向けに、非侵襲性の取 り
付けキッ ト  (PN A84005) も用意し てい ます。このキッ ト は、粘着性の取 り 付けプレー ト
で構成さ れ、ビニル床用と し てのみ CSA 認証を受けてい ます。
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設置前の条件
設置前の条件  
図 A.4  背面図および寸法

1. 排気口

2. 電源ケーブル

3. エアダイバータ

4. 奥行き

5. 吸気口

1

5

4

3

2
1.8 m
6.0 ft

16.0
6.25

71
28

86
34

149
58.5

116
45.5

86
34

cm
in.
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設置前の条件
J2 シリ ーズローターの Avanti J-26S XPI での使用  A
J2 シ リ ーズロー タ ーの Avanti J-26S XPI での使用

注意

この情報をお読みになる前に、ベックマン・コールター社の JA-10、JS-7.5、
JA-14、または JS-13 ローターを Avanti J-26S XPI 遠心分離機で使用しないで く
ださい。

ロー タ ー駆動ピ ンの確認

Avanti J シ リ ーズの遠心分離機で使用 さ れ るロー ターは、ロー ターの駆動孔部に駆動ピ
ンがなければな り ません (図 A.5 を参照)。これ ら の駆動ピンは遠心分離機の スピン ドル
ハブと結合 し 、加速時にロー タ ーが異常振動を起こ さ ないよ うに し ます。JA-10、
JS-7.5、JA-14、および JS-13 を含む一部のベ ッ クマン・コール ター社のロー ターは、J2 シ
リ ーズの遠心分離機で使用する際に駆動ピンが不要であっ たため、駆動ピン な し で製
造さ れてい ます。

図 A.5  ローター駆動ピンの確認

1. 上面図

2. 側面図

3. ローターの駆動孔部

4. 駆動ピン  (図は斜めピン。垂直および水平ピンも可。)

5. 駆動スピン ドルアセンブリー

BE
CKMAN 

B

ECKMAN

1 2

3

4

5
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設置前の条件
J2 シリ ーズローターの Avanti J-26S XPI での使用  
駆動ピンは、ロー タ ー本体の中心に刻まれた Beckman の名前と平行にな るよ うに配置

さ れてい ます ( 図 A.5 を参照)。ロー タ ーを取付ける前にピンの位置確認を行 う こ とで、
ロー タ ーをハブの上に正し く配置 し 、ハブへの損傷 リ ス ク を最小限に抑えら れます。

J2 シ リ ーズの ロ ーターを Avanti J シ リ ーズの遠心分離機で使用する場合は、事前に駆動
ピンの確認を行い、駆動ピン な し で ロ ーターを Avanti J-26S XPI で使用し ないで く だ さ
い。駆動ピン を確認する には、ロー タ ーを上に持ち上げ るか横向きに し 、駆動孔部を
覗き込みます。孔部に 2 つの金属製ピンが見当た ら ない場合は、ロー ターを Avanti J-
26S XPI で使用 し ない く だ さ い。ロー タ ーを工場に返品 し てアップグレードす る情報に
ついては、地域のベ ッ クマン・コール タ ー社事業所ま でお問い合わせく だ さ い。*

JA-18 ロー タ ーの使用

Avanti J シ リ ーズの遠心分離機では、蓋を付けた状態で JA-18 ロー ターを運転する必要が
あ り ます。ロー タ ーの詳細な使い方については、JA-18 ロー タ ーマニュアル (J-TB-035 版) 
を参照し て く だ さ い。

JCF-Z 連続フ ロー /ゾーナルロー タ ーの使用

Zonal Bracket Kit

JCF-Z 連続フロー /ゾーナルロー ターを使用する際には、特殊なブラケッ ト と取 り 付け
金具が必要とな り ます。これ ら の部品は、 Zonal Bracket Kit (部品番号 366431) に付いてき
ます。Zonal Bracket Kit には、ブラケッ ト 、取 り 付け金具、および組立説明書が含まれ
ます。同キッ ト は、JCF-Z ロー ターで最も一般的に使用 さ れ る Cole-Parmer チューブサイ

ズ 16 (外径 6.4 mm [1/4インチ]) 用です。

サイズ 14 のチューブ (外径 4.8 mm [3/16インチ]) 用アダプターとサイズ 15 チューブ (外径 

9.6 mm [3/8インチ]) 用アダプタ ーを含む 2 つの追加キッ ト が用意さ れてい ます。これ ら
のいずれかのサイズの チューブをご利用にな り たい場合は、基本 キッ ト (366431) に加
えて、別途購入す る必要があ り ます。

Zonal Braket Kit の部品番号とキッ ト内容の全一覧表については、第4章の交換部品/付属
品 を参照し て く だ さ い。

JCF-Z 連続フロー /ゾーナルローターの正し い認識

遠心分離機のロー タ ー認識シ ス テ ムは、2 つの特定の状況下で、JCF-Z 連続フロー /ゾー
ナルロー タ ーを誤認する こ とがあ り ます。これ ら の状況と是正措置は、以下に記載 し
てい ます。

注 1997 年 3 月以降に製造された JCF-Z ローターには、Avanti J シリーズの遠心分離機でローター
が正し く認識されるよ う に、特殊な磁石が搭載されています。Avanti J-26S XPI で使用する前
に、旧型の JCF-Z ローターを ベックマン・コールター社の工場に返却し、磁石を追加するこ
と を推奨します。詳細については、ベックマン・コールター社の現場サービス窓口*までお
問い合わせ ください。

* 米国からのお問い合わせ先：1-800-742-2345 米国外からは、お住まいの地域のベ ッ ク マ ン・コールター
社事業所にお問い合わせ く だ さ い。または、www.beckmancoulter.com にア ク セス し て く だ さ い。
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設置前の条件
J2 シリ ーズローターの Avanti J-26S XPI での使用  A
下記の情報は、1997 年 3 月よ り前に製造さ れた JCF-Z ロー タ ーおよび工場で修正さ れて
いない JCF-Z ロー タ ーを対象と し てい ます。

 • JCF-Z 回転シールアセンブ リ のベア リ ングが消耗し た り古く な る と、それによっ て
生じる「抵抗」がロー タ ーの動力学的特性に変化を及ぼ し 、い く つかのベ ッ クマ
ン・コール タ ー社の固定角ロー タ ーと間違われ る可能性があ り ます。JCF-Z ロー
ターを使用する際にロー タ ーの誤認が発生し た場合は、まず 0 から  5000 RPM、それ
から  0 RPM への運転を 3 回実行 し ます。それでも誤認が繰り返さ れ る 場合は、ベア
リ ングを交換し て く だ さ い。ベア リ ングの交換手順については、JCF-Z ロー タ ーマ
ニュアル (JCFZ-IM 版) を参照し て く だ さ い。ベア リ ングの「消耗」については、以
下に記載の指示に従っ て く だ さ い。

 • 新し い JCF-Z ロー タ ーま たはベア リ ングを交換し た旧型の JCF-Z ロー タ ーを使 う場
合、最初の数回は、ベア リ ングハウジング内のベア リ ングの周り全体に潤滑油が
行き渡っ てい ません。過剰な潤滑油はベア リ ングに抵抗を生じ させ、ロー タ ーの
動力学的特性に変化を及ぼ し 、ロー タ ーの誤認を招く恐れがあ り ます。ベア リ ン
グを「なじませ」、潤滑油が行き渡るよ うにする ため、0 から  5000 RPM、それから  
0 RPM への運転を 3 回実行 し ます。

注 JCF-Z ローターが誤認された場合、運転速度が誤認されたローターの最大速度に制限されま
す。(JCF-Z ローターの最大速度は 20,000 RPM です。)
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設置前の条件
J2 シリ ーズローターの Avanti J-26S XPI での使用  
PN B10096AE    A-10



付録B

温度キ ャ リ ブ レーシ ョ ン (校正) 手順

は じ めに

Avanti J-26S XPI 遠心分離機の温度制御仕様は、設定温度 �2°C です。つま り 、以下に記

載 さ れてい るロー タ ーやシ ス テ ム平衡後、設定温度 ± 2°C の範囲内であれば常にお使い
の試料の状態は変わ り ません。(加速や減速な ど非定常条件下では、ロー タ ーの温度が
この範囲外とな る 場合があ り ます。)��1°C 以内の温度制御が必須とな る状況に対す る手

順を以下に示し ます。

本手順では、最低 1 時間ロー タ ーの温度を平衡化し た後、お使いの試料の温度を測定
し て く だ さ い。測定結果に基づき、試料を できる限り 必要な温度に近づける ため、遠
心分離機の温度設定を調節し て く だ さ い。

1 周囲温度外の温度で運転する場合、ロー ターと試験試料を必要な温度ま で予冷ま
たは予熱し て く だ さ い。 

予冷/予熱時間は、運転に必要な温度と ロー ター起動温度の差によっ て異な り ます。

2 ロー タ ーにアダプタ ーを取 り 付けて く だ さ い。ま た、必要に応じて、試料緩衝液
ま たは水 (2°C を超える場合) で満た し たチューブま たはボ ト ルを取 り 付けて く だ さ
い。

3 速度を 2000 RPM (毎分 2000 回転) に、時間を [HOLD (ホールド) ] に、温度を運転に必要
な温度にそれぞれ設定 し ます。 

a. 運転を開始し ます。

4 30 分後、必要な運転速度を設定 し 、最低 1 時間シ ス テ ム を運転させます。

注 必ずシステムを最低 1 時間運転させてから、緩衝液または水の温度を測定し て く だ さ
い。.平衡に必要な時間は、ローターおよび遠心分離機の起動温度と室温 (周囲温度) の
差によって異な ります。

5 少な く と も  1 時間経過後に、温度計ま たは熱電温度計で緩衝液ま たは水の温度を測
定 し て く だ さ い。 

6 測定温度と設定温度が異な る場合、温度差を確認 し 、設定温度を上げ/下げ し て調
整 し て く だ さ い。
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温度キャ リ ブレーシ ョ ン ( 校正 ) 手順
はじ めに  
以下に例を示し ます。

必要な試料温度が以
下の温度の場合

緩衝液/水の測定温度が以下
の温度の場合 

適切な設定温度

4°C 6°C 2°C

5°C 4°C 6°C
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ベ ッ ク マン・コール タ ー株式会社
Avanti J シ リ ーズ遠心分離機の保証

例外が適用 さ れ る 場合があ り ますが、以下に定め ら れてい る条件の下、ベ ッ クマン・
コール ター株式会社は、ベ ッ クマン・コール タ ー社も し く は認定販売代理店から  
Avanti J シ リ ーズ遠心分離機 (本製品) を直接購入 し た購入者に対し 、本製品の納入日か
ら  1 年 (駆動モー ターは 3 年) の間に発生し た材質ま たは仕上が り の欠陥を修理ま たは希
望さ れ る場合は交換によ り対処する こ とに同意し ます。ただ し 、ベ ッ クマン・コール
ター社による調査および工場検査によ り 、当該欠陥が通常の使用中、適切な使用方法
の下発生し たこ とが明らかにな っ た場合に限り ます。 

一部のコン ポーネ ン ト やアクセサ リ は、性質上 1 年以上の使用を意図し たものでな く 、
かつ 1 年以上機能 し ないこ とが想定 さ れます。当該コン ポーネン ト ま たはアクセサ リ
が適正な期間、合理的な機能を提供し ない場合、ベ ッ クマン・コール タ ー社は、当該
欠陥を修理ま たは希望さ れ る場合は交換によ り対処いた し ます。合理的な機能および
適正な期間の判断は、ベ ッ クマン・コール タ ー社が単独で決定す るものと し ます。

交換

ベ ッ クマン・コール ター社によっ て依頼さ れた場合、欠陥が認め ら れた製品はすべて
元払いで工場に返却し なければな ら ないものと し 、当該製品が欠陥である と認め ら れ
た場合を除き、ベ ッ クマン・コール タ ー社は元払いで製品を購入者に返送する ものと
し ます。ただ し 、当該製品が欠陥である と認め ら れた場合、ベ ッ クマン・コール タ ー
社は、購入者が返却の際に支払っ た配送料を購入者に支払い、元払いで製品を購入者
に返送する ものと し ます。

ベ ッ クマン・コール ター社は、他社メーカー製品ま たは他社メーカー製アクセサ リ に
ついて、一切の保証を負わないものと し ます。他社メーカー製品ま たは他社メーカー
製アクセサ リ に欠陥が生じた場合、ベ ッ クマン・コール タ ー社は、当該メーカーの保
証を踏まえ妥当な修正を当該メーカーよ り 入手する ために合理的なサポー ト を購入者
に提供する ものと し ます。

条件

ベ ッ クマン・コール ター社の書面による同意の下に当社認定修理担当者以外の者によ
る修理、改造が行われた場合を除き、こ こで保証対象と さ れ る本製品が当社認定修理
担当者以外の者によ り 修理、改造さ れた場合、ベ ッ クマン・コール タ ー社は、明示ま
たは黙示を問わずあらゆる責任、保証から免責さ れ る ものと し ます。ただ し 、ベ ッ クマ
ン・コール タ ー社による単独の判断で当該修理が深刻でないと さ れた場合、ま たは当
該改造が単に本製品用の新し いベ ッ クマン・コール タ ー社製プラグインコン ポーネ ン
ト の取 り 付けにすぎない場合は除外す るものと し ます。

免責事項

上記の保証があらゆる適合性、市販性の保証に代わる こ と、およびベ ッ クマン・コー
ル タ ー社が本製品の製造、使用、販売、取 り扱い、修理、メン テナン ス、交換から生
じる いかな る特別損害ま たは間接的損害に対し ても一切の責任を負わないこ とを明示
的に同意す るものと し ます。
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ベ ッ ク マン・コールター株式会社 Avanti J シリーズ遠心分離機の保証
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関連文書

ベッ ク マン・コールター社製 J2、J6 および 
Avanti J シ リーズ遠心分離機用ローターと
チューブ
PN JR-IM-10
 • ロ ー タ ー
 • チ ューブ、ボ ト ル、

ア ク セサ リ
 • チ ューブ と ア ク セサ リ の使用方法
 • 固定角 ロ ー タ ーの使用方法
 • 水平 ロ ー タ ーの使用方法
 • 垂直 ロ ー タ ー と ラ ッ ク 型 ロ ー タ ーの使

用方法
 • お手入れ と メ ン テナン ス
 • 耐化学性
 • 温度補償表
 • 傾斜材料
 • 血液成分分離

ベッ ク マン・コールター社製遠心分離機製
品の耐化学性

PN IN-175

JE-5.0 エル ト リエーシ ョ ン・システム JA-18 
固定角ローター
PN J-TB-035

高性能/大容量遠心分離機カタ ログ
PN BR-8102
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